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序

　茨城県では，21 世紀の社会を展望し，県全域にわたる調和のとれ

た発展を図るために，県内の交通体系の整備を積極的に進めています。

　このような中，千葉県から茨城県，そして埼玉県へとのびる広域な

幹線道路であり，産業や経済活動を支える動脈として極めて重要な役

割を果たしている国道 125 号線について，近年市街地区域で発生して

いる交通渋滞の解消と，周辺環境の向上等を目的に，大谷バイパスの

建設が計画されました。

　しかしながら，この事業予定地内には埋蔵文化財包蔵地である大谷

貝塚が所在することから，これを記録保存の方法により保護する必要

があるため，当財団が茨城県竜ヶ崎工事事務所から委託を受け , 平成

18 年度から 20 年度にかけてその発掘調査を実施しました。そのうち，

平成 18・19 年度の調査の成果は既に『文化財調査報告』第 317 集と

して刊行したところです。

　本書は，残る平成 20 年度の調査成果を収録したものです。本書が，

学術的な研究資料としてはもちろんのこと，郷土の歴史に対する理解

を深めるために活用されることによりまして，教育・文化の向上の一

助となれば幸いです。

　最後になりますが，発掘調査の実施から報告書の刊行に至るまで，

委託者であります茨城県竜ヶ崎工事事務所から多大な御協力を賜りま

したことに対し，厚く御礼申し上げますとともに，茨城県教育委員会，

美浦村教育委員会をはじめ，関係各位からいただいた御指導，御協力

に対しまして深く感謝申し上げます。

財団法人茨城県教育財団

平成２２年３月

理 事 長 稲 葉 節 生



例 言

１　本書は，茨城県竜ヶ崎工事事務所の委託により，財団法人茨城県教育財団が平成 20 年４月１日から６月

　30日まで発掘調査を実施した，茨城県稲敷郡美浦村大字大谷字天神前 966 番地ほかに所在する大谷貝塚の発

　掘調査報告書である。

２　発掘調査期間及び整理期間は，以下のとおりである。

　　調査　平成 20 年４月１日～６月30 日

　　整理　平成 21 年８月１日～１１月    30 日

３　発掘調査は，調査課長池田晃一のもと，以下のものが担当した。

　　首席調査員兼班長　　三谷　　正

　　主 任 調 査 員　　櫻井　完介

　　調 　 査 　 員　　清水　　哲

４　整理及び本書の執筆・編集は，整理課長村上和彦のもと，主任調査員櫻井完介が担当した。



凡 例

１　当遺跡の地区設定は，日本平面直角座標第Ⅸ系座標に準拠し，Ｘ軸＝ 240 ｍ，Ｙ軸＝ 43,200 ｍの交点を

　基準点（Ｃ３a1）とした。なお，この原点は，世界測地系による基準点である。

　　調査区は , この基準点を基に遺跡範囲内を東西・南北 40 ｍ四方の大調査区に分割し , さらに，この大調査

区を東西・南北に各々 10 等分し，４ｍ四方の小調査区を設定した。

　　大調査区の名称は，アルファベットと算用数字を用い，北から南へＡ , Ｂ，Ｃ…，西から東へ１，２，３… 

とし，「Ａ１区」，「Ｂ２区」のように呼称した。さらに，小調査区は，北から南へ a，b，c…j　西から東へ 1，

　2，3…0 とし，名称は大調査区の名称を冠して ｢ Ａ１a1 区 ｣，｢ Ｂ２b2 区 ｣ のように呼称した。

２　実測図・一覧表・遺物観察表等で使用した記号は次のとおりである。　 

　　遺構　　ＳＩ－住居跡　　ＳＫ－土　坑　　ＳＤ－溝　跡　　ＦＰ－炉　穴　　Ｐ－ピット

　　　　　　ＰＧ－ピット群

　　遺物　　ＴＰ－拓本記録土器　　ＤＰ－土製品　　Ｑ－石器・石製品　　

　　土層　　Ｋ－撹乱　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３　遺構・遺物の実測図の作成方法については，次のとおりである。

　（１）　遺構配置図は縮尺 200 分の１，遺構全体図は 500 分の１，遺構実測図は原則として 60 分の１で掲載

　　　した。

　（２）　遺物実測図は原則として３分の１で掲載した。種類や大きさにより異なる場合は，個々に縮尺をスケ

　ールで表示した。

　（３）　遺構及び遺物の実測図中の表示は次のとおりである。なお，区別・分類を図示する場合は，図中に表  

　　　示した。

　　　　　　焼土　　　　　　　　炉・火床面・火焚部・繊維土器断面　　　　　　　　竈部材　　　

       ●　土器　　○　土製品　　□　石器・石製品　　                    硬化面

４　土層観察と遺物における色調の判定は，『新版標準土色帖』（小山正忠・竹原秀雄編著　日本色研事業株式

　会社）を使用した。

５　土層解説中の含有物については，各々総量で記述した。

６　遺構一覧表・遺物観察表の表記については，次のとおりである。

　（１）　遺物番号は通し番号とし，挿図，観察表，写真図版に記した番号と同一とした。

　（２）　遺物観察表の計測値の単位は㎝及びｇで示した。

　（３）　（　）は現存値，［　］は推定値であることを示している。

　（４）　備考欄には，土器の現存率及び写真図版番号など，その他必要と思われる事項を記した。

７　竪穴住居跡の主軸は，炉あるいは竈を通る軸線あるいは南北の柱穴を結ぶ軸線とし，主軸方向は，その

他の遺構の長軸（径）方向と共に，座標北からみて , どの方向にどれだけ振れているかを角度で示した（例 

Ｎ－ 10°－Ｅ）。

８　遺構番号については，各遺構毎に既調査時の最終番号の次から付した。
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遺跡の位置と調査の目的
大大谷谷貝貝塚塚はは，，美美浦浦村村ののほほぼぼ

中中央央部部にに位位置置しし，，高高橋橋川川左左岸岸
のの標標高高２２００～～２２５５ｍｍのの台台地地上上にに立立
地地ししてていいまますす。。旧旧石石器器時時代代かか

ふふくく ごごうう いい せせきき

らら近近世世ままででのの複複合合遺遺跡跡でですす。。
今今回回はは国国道道１１２２５５号号ババイイパパススをを
通通すすたためめのの工工事事（（国国道道１１２２５５号号
大大谷谷ババイイパパスス建建設設事事業業））ににとと
ももなないい，，遺遺跡跡のの内内容容をを記記録録保保

いばら き けんきょう いく ざい だん

存するため，茨城県教育財団
が，平成１８・１９年度の第１・２次調査に続いて，平成２０年度に２，３４５㎡の面
積で第３次調査を行いました。

ろ あな たてあなじゅうきょあと

調査の内容 －炉穴・縄文時代および古墳時代の竪穴住居跡－

おお や かいづか がいよう

大谷貝塚の概要

縄文時代早期（約８０００年前）
に多く見られる炉穴です。縄文
土器で穀物を煮炊きする際に地
面を掘りくぼめてつ
くった調理場と考え
られています。

縄文時代中期（約４５００年前）

の住居跡を調査しています。

住居跡内に土がどのように堆

積したかを観察しながら慎重

に掘り込みを進めます。

縄文時代早期後半の土器片

が炉穴から出土しました。大

谷貝塚には，縄文時代早期に

も人々が生活していたことを

確認しました。
炉穴のイメージ



調査の成果
今回確認された集落跡は，縄文

時代早期（約８，０００年前），縄文時
代中期（約４，５００年前），弥生時代
後期（約１，７００年前），古墳時代中
期（約１，５００年前），平安時代後半
（約１，０００年前）に分けられます。
前回の調査で確認できた縄文時

代から平安時代の集落は，さらに
東側に広がっていることが分かり
ました。集落の始まりの時期は，
貝塚の時期に相当する縄文時代前
期・中期と考えられていました

が，今回の調査で，縄文時代早期にも生活が営まれていたことが確認できま
した。また，図からも分かるように，縄文時代の中期には谷を囲むように集
落を形成していた様子が明らかになりました。

古墳時代中期（１５００年前）の住居跡からは，古代のアクセサリーや
うす だま

まつりごとに使われたとみられる臼玉が撒かれた状態で１７点出土しま
した（左写真）。

かまど つぼ つき

また，竈内部からは，一般的に竈では使用しない壺と坏が重なり，
置かれたままの状態で出土しました（右写真）。

縄文時代の遺構配置図
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　　　第１節　調査に至る経緯

  茨城県竜ヶ崎工事事務所（平成 20 年３月 31 日まで茨城県竜ヶ崎土木事務所）は，首都圏全体の発展と交通

の円滑化を図るため，一般国道 125 号大谷バイパスの建設を進めている。

　平成 16 年７月 20 日，茨城県竜ヶ崎土木事務所長から，茨城県教育委員会教育長あてに，国道 125 号大谷バ

イパス建設事業における埋蔵文化財の所在の有無及び取扱いについて照会があった。これを受けて茨城県教育

委員会は平成17年７月19日に現地踏査を，平成17年11月30日～12月２日及び12月７日に試掘調査を実施し，

遺跡の所在を確認した。平成 17 年 12 月 22 日，茨城県教育委員会教育長は，茨城県竜ヶ崎土木事務所長あてに，

事業地内に大谷貝塚が所在すること及びその取扱いについて別途協議が必要であることを回答した。

　平成 18 年１月 27 日，茨城県竜ヶ崎土木事務所長から，茨城県教育委員会教育長に対して，文化財保護法第

94 条に基づく土木工事の通知が提出された。茨城県教育委員会教育長は，現状保存が困難であることから記

録保存のための発掘調査が必要であると決定し，平成 18 年２月 10 日，茨城県竜ヶ崎土木事務所長あてに，工

事着手前に発掘調査を実施するよう通知した。

　平成 18 年２月 14 日，茨城県竜ヶ崎土木事務所長から，茨城県教育委員会教育長に対して，国道 125 号大谷

バイパス建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査の実施について協議書が提出された。平成 18 年２月 22 日，茨城

県教育委員会教育長は，茨城県竜ヶ崎土木事務所長あてに，大谷貝塚について発掘調査の範囲及び面積等につ

いて回答し，併せて埋蔵文化財の調査機関として財団法人茨城県教育財団を紹介した。

　財団法人茨城県教育財団は，茨城県竜ヶ崎土木事務所長から埋蔵文化財発掘調査事業について委託を受け，

平成 18 年４月１日から平成 19 年３月 31 日まで第１次調査，平成 19 年４月１日から 12 月 31 日まで第２次調

査を実施した。

　平成 19 年 10 月 29 日，12 月 12 日及び 12 月 20 日に，茨城県教育委員会は大谷貝塚の試掘調査を再度実施した。

平成 19 年 12 月 28 日，茨城県教育委員会教育長は，茨城県竜ヶ崎土木事務所長あてに事業地内に大谷貝塚が

所在すること及びその取り扱いについて別途協議が必要であることを回答した。

　平成 20 年２月 19 日，茨城県竜ヶ崎土木事務所長から茨城県教育委員会教育長あてに，国道 125 号大谷バイ

パス建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査の実施についての協議書が提出された。平成 20 年２月 19 日，茨城県

教育委員会教育長は，茨城県竜ヶ崎土木事務所長あてに大谷貝塚について，発掘調査の範囲及び面積等につい

て回答し，併せて埋蔵文化財の調査機関として財団法人茨城県教育財団を紹介した。

　平成 20 年２月 25 日，茨城県竜ヶ崎土木事務所長から茨城県教育委員会教育長に対して，文化財保護法第

94 条の規定に基づき，土木工事等のための埋蔵文化財包蔵地の発掘についての通知が提出された｡ 平成 20 年

３月 31 日，茨城県教育委員会教育長は，計画変更による現状保存が困難であることから記録保存のための発

掘調査が必要であると決定し茨城県竜ヶ崎土木事務所長あてに，工事着手前に発掘調査を実施するよう通知し

た。

　財団法人茨城県教育財団は，茨城県竜ヶ崎工事事務所長から埋蔵文化財発掘調査事業について委託を受け，

平成 20 年４月１日から６月 30 日まで発掘調査を実施した。　

第 1 章　調 査 経 緯
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　大谷貝塚の調査は，平成 20 年４月１日から６月 30 日まで実施した。以下，調査の経過について，概要を表

で記載する。

4 月 5 月 6 月

 

補足調査

撤収

期間

工程

遺構調査

調査準備

表土徐去

遺構確認

遺物洗浄

注記作業

写真整理

第２節　調　査　経　過
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　大谷貝塚は，茨城県の南部，霞ヶ浦南西岸の稲敷郡美浦村大字大谷字天神前 966 番地ほかに所在している。

  美浦村は，北西に筑波山を，北に霞ヶ浦を望む標高 30 ｍ以下の比較的低い台地と低地からなっている。台

地は筑波・稲敷台地と呼ばれ，千葉県北部から茨城県南部に広がる常総台地の一部を形成している。この台地

は数多くの河川によって開析され，樹枝状の入り組んだ複雑な地形を形づくっている。低地は河川流域に発達

したものと，霞ヶ浦沿岸の標高１～３ｍほどの低湿地帯からなっている。主な河川は，阿見町北域を水源とし，

南東に流れて美浦村舟子で霞ヶ浦に注ぐ清明川と，美浦村興津さんげ池を水源とし，周囲の谷戸地からの湧水

を集めて霞ヶ浦に注ぐ高橋川である。これらの河川に沿って発達している沖積低地は，標高 10 ～ 20 ｍほどで，

ほとんどが谷津田となっている。

　台地の地質は，下部から第四紀洪積世下総層群下部の地蔵堂層・藪層（15 ～ 80 万年前），最終間氷期に形

成された古東京湾を埋積した下総層群上部の成田（青灰色シルト）層（12 ～ 13 万年前），これを覆う常総層

下部の竜ヶ崎層，常総層上部の箱根山の噴火による常総粘土層，その上部には関東ローム層が堆積し，最上部

は沖積世沖積層となっている。

　当貝塚は，村域のほぼ中央部，村立大谷小学校から北に約 800 ｍの地点に所在し，高橋川左岸の標高 20 ～

24 ｍの台地縁辺部から台地上にかけて立地している。この台地は南北約 240 ｍ，東西約 160 ｍで，北側と南

側は沖積低地で，西側には南側の沖積低地から分岐した小規模ながら急傾斜の埋没谷が，中央部には南側の沖

積低地から分岐した緩傾斜の埋没谷が北に入り込んでいる。その結果，台地は幅の広い馬蹄形を呈し，河川の

後背湿地や谷津田に面した土地となっている。また，台地周辺は，高橋川によって開析された標高 10 ～ 20 ｍ

の沖積低地に囲繞され，台地との比高は５～ 10 ｍである。

　当貝塚〈１〉は，縄文時代から近世に至るまで断続的に土地利用された複合遺跡である。霞ヶ浦をはじめ，河川，

低地，台地といった変化に富んだ自然環境の美浦村は，水利の便に富み，樹枝状に入り込んだ低地と台地が織

りなす複雑な地形により，人々の生活や生業，交通の要所となってきた。それを裏付けるように当貝塚の周辺

には，旧石器時代から近世までの遺跡が数多く確認されている。ここでは，平成 18・19 年度調査（以下，第１・

２次調査と略す）の成果を視野に入れながら，当貝塚に関連する遺跡を中心に，時代ごとに概観する２）。

　当貝塚では，第１・２次調査において，後期旧石器時代のナイフ形石器や石刃が，後世の遺構覆土などから

出土しているため，調査区周辺に石器集中区が存在している可能性がある。

　当貝塚周辺における旧石器時代の代表的な遺跡としては，陣
じん

屋
やし

敷
き

遺跡と根
ね

本
もと

遺跡３）があり，小規模な石器

集中地点が確認されている。その他，ナイフ形石器文化から有舌尖頭器文化までの各時期の石器群が，当貝塚

〈１〉をはじめ，陸
おか

平
だいら

貝塚４），花
はな

立
たて

遺跡５），御
お

茶
さ

園
えん

遺跡〈13〉，沢
さわ

田
だ

古墳群〈９〉，興
おき

津
つ

白
しら

井
い

遺跡などから出土

している。

　当貝塚周辺の縄文時代の遺跡と貝塚は，北部の霞ヶ浦を望む島状に独立した台地周辺部と，かつて霞ヶ浦の

第２章　位 置 と 環 境

第１節　地 理 的 環 境

第２節　歴 史 的 環 境
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入り江であった余
よ

郷
ごう

入
いり

から続く主谷の両岸に数多く点在している。前期の興
おき

津
つ

貝塚〈８〉，前・中期の虚
こ

空
く

蔵
ぞう

貝塚〈５〉，中・後期の平
ひら

木
き

貝塚〈２〉などが散在し，長期にわたり生活の拠点となっていたことがうかがえる。

また，特定の生業などの痕跡を示す遺跡が，低地の周辺部から確認されている。中でも谷津底から後期の粗製

土器が大量に出土した陣
じん

屋
や

敷
しき

低
てい

湿
しっ

地
ち

遺跡や晩期の製塩遺跡である法
ほう

堂
どう

遺跡はその代表である。

　当貝塚周辺の弥生時代の遺跡は極めて少ない。中期の常
ひ

陸
たち

笹
ささ

山
やま

遺跡，多
た

古
こ

山
やま

Ⅱ遺跡や後期の沢田古墳群，陣

屋敷遺跡，根本遺跡などがあげられる。陣屋敷遺跡と根本遺跡は，谷を一つ隔てただけの隣接した遺跡群であ

るが，同一時期に属しながら出土土器の様相が異なる点から，多くの研究者の注目を集めている６）。

　当貝塚周辺の古墳時代の遺跡は多く確認されている。興津白井遺跡，請
うけ

領
りょう

妙
みょう

山
ざん

遺跡〈12〉，陣屋敷遺跡，根

本遺跡，宮
みや

脇
わき

遺跡，下
くだ

り内
うち

遺跡，野
の

中
なか

遺跡〈11〉などは，中期の集落跡として確認されている。前期に属する

遺跡としては池
いけのはし

端遺跡７）で土器集積遺構が発見されているが，それらの性格を含め，村域の前期の集落の様

相は不明である。後期を主とする遺跡は，陸平貝塚，御
ご

霊
りょう

平
だいら

遺跡，天
てん

神
じん

平
だいら

Ⅰ遺跡，天
てん

神
じん

平
だいら

Ⅱ遺跡など，広い

平坦面を有する台地上に形成される傾向が指摘されている。また，古墳については，霞ヶ浦を望む台地上に築

造された 100 ｍを超える中期の前方後円墳である愛
あた

宕
ご

山
やま

古墳と，それを主墳とする木
き

原
はら

白
しら

幡
はた

古墳群〈14〉，霞ヶ

浦に面した砂丘上の微高地には，国学者色川三中の『常陸国風土記』逸文にみる「黒坂命」の論考でも知られ

る大
おお

塚
つか

古墳群〈15〉などの多くの古墳群が存在している。余郷入から続く主谷の周辺には，中期の円墳２基か

らなる沢田古墳群が築造されており，隣接する八
はち

枚
まい

原
ばら

古墳群内の庚
こう

申
しん

古墳８）〈10〉では，後期の箱形石棺の中

から人骨，金環，青銅環，ガラス小玉などが出土している。

　当貝塚周辺の奈良・平安時代の遺跡は，余郷入から続く主谷の周辺では，原
はら

畑
はた

遺跡〈６〉，稲
いな

荷
り

山
やま

遺跡〈７〉

で平安時代の竪穴住居跡や掘立柱建物跡などが発見されている。なお，古代における村域は「信太郡」に属し，

大谷周辺は「大野郷」に比定されている。

　中世の村域は常陸平氏の勢力下に入り，「信太荘」として成立したと考えられている。その後の東寺による

支配も南北朝の動乱によって終焉を迎えると，高氏や上杉氏，土岐氏や小田氏の支配下に入り，佐竹氏が常陸

統一を目前にした 16 世紀後半頃には，江戸崎城主の土岐氏が信太荘一円を支配するようになったと考えられる。

城郭としては，土岐氏が霞ヶ浦を一望できる要衝の地に連郭式の木
き

原
はら

城９）を築き，信太の各地に土塁や空堀

から構成される防御施設を数多く設けている。また， 根
ね

古
ご

屋
や

城〈４〉， 舟
ふな

子
こ

城， 根
ね

本
もと

台
だい

城， 大
おお

谷
や

城〈３〉など， 霞ヶ

浦北岸や大きな入り江を強く意識した防衛拠点が幾つも築かれている 10）。この他にも， 陣屋敷遺跡，城
じょう

ノ
の

内
うち

遺

跡，御茶園遺跡など，多くの城跡や館跡，砦跡が確認されている。

  近世以降は，天正 18（1590）年，北条方に組みした土岐氏が，佐竹氏に江戸崎城を攻められて滅び，旧土

岐氏領土の信太，河内の地は芦名氏に与えられた。慶長７（1602）年，佐竹氏の秋田移封後は，複数の幕藩領

主による複雑な支配変遷をとげている。

※　文中の〈　〉内の番号は，表１及び第２図の該当遺跡番号と同じである。なお，本章は，財団報告第 317

　集を基にし，若干加筆したものである。
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第１図   大谷貝塚周辺遺跡分布図（国土地理院 25,000 分の１「木原」・「江戸崎」）
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号
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近

① 大　 谷　 貝　 塚 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 根 本 台 城 跡 〇

２ 平　 木　 貝　 塚 〇 〇 〇 〇 － 花 立 遺 跡 〇 〇 〇 〇

３ 大　 谷　 城　 跡 〇 － 多 古 山 Ⅱ 遺 跡 〇 〇 〇

４ 根 古 屋 城 跡 〇 － 陣 屋 敷 低 湿 地 遺 跡 〇 〇

５ 虚 空 蔵 貝 塚 〇 〇 〇 － 御 霊 平 遺 跡 〇 〇 〇

６ 原　 畑　 遺　 跡 〇 － 天 神 平 Ⅰ 遺 跡 〇 〇

７ 稲 荷 山 遺 跡 〇 － 天 神 平 Ⅱ 遺 跡 〇 〇

８ 興　 津　 貝　 塚 〇 － 宮　 脇　 遺　 跡 〇 〇 〇 〇

９ 沢 田 古 墳 群 〇 〇 〇 〇 〇 － 陸　 平　 貝　 塚 〇 〇 〇 〇 〇

10 庚　 申　 古　 墳 〇 － 池　 端　 遺　 跡 〇 〇

11 野　 中　 遺　 跡 〇 〇 〇 － 法　 堂　 遺　 跡 〇

12 請 領 妙 山 遺 跡 〇 〇 － 興 津 白 井 遺 跡 〇 〇 〇 〇

13 御 茶 園 遺 跡 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 常 陸 笹 山 遺 跡 〇 〇

14 木 原 白 幡 古 墳 群 〇 － 下 り 内 遺 跡 〇 〇 〇

15 大 塚 古 墳 群 〇 － 木　 原　 城　 跡 〇 〇 〇 〇

－ 根　 本　 遺　 跡 〇 〇 〇 〇 － 舟　 子　 城　 跡 〇

－ 陣 屋 敷 遺 跡 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 城 ノ 内 遺 跡 〇 〇 〇

表１　周辺遺跡一覧
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第２図　大谷貝塚調査区設定図（美浦村都市設計課 美浦村都市計画図 2,000 分の１）
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　　　第１節　調 査 の 概 要

　当遺跡は，茨城県の南部，霞ヶ浦南西岸の稲敷郡美浦村大字大谷字天神前 966 番地ほかに所在し，高橋川左

岸の標高 20 ～ 24 ｍの台地縁辺部から台地上にかけて立地している。調査面積は 2,345㎡で，調査前の現況は

畑地及び平地林である。

　今回の調査は，平成 18・19 年度に調査を実施した場所の東部について行った。今回報告するのは，平成 20

年度に調査を実施した東部の 2,345㎡についてである。当遺跡は平成 18・19 年度の調査で，旧石器時代から近

世までの複合遺跡であることが判明している。今回の調査では，縄文時代の竪穴住居跡 5 軒，炉穴７基，陥し

穴１基，土坑 5 基，ピット群 2 か所，弥生時代の竪穴住居跡１軒，土坑１基，古墳時代の竪穴住居跡１軒，土

坑１基，平安時代の竪穴住居跡１軒，土坑７基，中世の溝跡１条，その他，時期不明の竪穴住居跡１軒，溝跡

3 条，土坑 91 基，埋没谷１か所を確認した。

　遺物は，遺物収納コンテナ（60 × 40 × 20cm）に 27 箱出土している。主な出土遺物として，縄文時代のも

のは，縄文土器（深鉢），弥生時代のものは，弥生土器（壺），古墳時代のものは，土師器（坏・壺・甕・甑），

須恵器（坏蓋），土製品（球状土錘），石製品（臼玉），平安時代のものは，土師器（坏・高台付坏・小皿・甕），

須恵器（坏・壺・甕・甑），土製品（球状土錘・紡錘車），中世のものは，土師質土器（小皿・内耳鍋）である。  

　　　第２節　基　本　層　序

　調査区南部（F ７i5 区）に試掘坑を設定し，深さ 2.3 ｍまで掘り下げて基本層序の確認を行った。土層は 10

層に分けられる。

　第１層は焼土粒子や炭化粒子を微量含む黒褐色の盛土である。粘性及び締まりは普通で，層厚は 90㎝である。

　第２層は焼土粒子や炭化粒子・ロームブロックを微量含む黒褐色の耕作土・表土である。粘性及び締まりは

普通で，層厚は 11 ～ 28㎝である。

　第３層はローム粒子を多量含む褐色土で，再堆積層

の可能性が高い。粘性は強く，締まりは普通で，層厚

は 17 ～ 28㎝である。

　第４層は粘土粒子を少量，ローム粒子を微量含む，

灰褐色を呈するローム層から粘土層への漸移層であ

る。粘性・締まりは強く，層厚は６～ 12㎝である。

　第５層は粘土粒子を中量，鉄分を微量含む，灰白色

を呈する常総粘土層である。粘性・締まりは強く，層

厚は 18 ～ 24㎝である。

  第６層は粘土粒子を多量，鉄分を少量含む，淡赤橙

色を呈する常総粘土層である。粘性・締まりは強く，

層厚は８～ 16㎝である。

　　　　　　　第３章　調  査  の  成  果

第３図　基本土層図
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  第７層は粘土粒子を多量，鉄分を極微量含む，鈍い橙色を呈する常総粘土層である。粘性・締まりは強く，

層厚は 10 ～ 20㎝である。

  第８層は粘土粒子を中量，鉄分を多量含む，褐色を呈する常総粘土層である。粘性は弱く，締まりは強い。

層厚は４～ 12㎝である。

  第９層は粘土粒子・鉄分を中量含む，黒褐色を呈する常総粘土層である。粘性は弱く，締まりは強い。層厚

は４～ 16㎝である。

  第 10 層は砂質粘土粒子を多量，鉄分を少量含む，鈍い褐色を呈する常総粘土層である。粘性・締まりは強く，

層厚は下層が未掘のため不明である。

　なお，遺構は第３層の上面で確認できた。
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　　   第３節　遺 構 と 遺 物

１　縄文時代の遺構と遺物

     今回の調査で確認した当時代の遺構は，竪穴住居跡５軒，炉穴７基，陥し穴１基，土坑５基，ピット群２            

　か所である。以下，それぞれの遺構の特徴と出土した遺物について記述する。

   （1）  竪穴住居跡

第 44 号住居跡（第５～７図）

位置　調査区北部のＦ８d1 区，標高 24.2 ｍの台地縁辺部に位置している。

第 5 図　第 44 Ａ号住居跡実測図
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第 6 図　第 44 Ｂ号住居跡実測図

確認状況　壁は削平を受けており，床の一部と炉及びピットを確認した。複数の炉やピットの配置などから，

少なくとも１回の建て替えが推測できる。旧段階を第 44 Ａ号住居跡，新段階を第 44 Ｂ号住居跡として区別し

た。遺存状況はいずれも不良である。

重複関係　第 697・782・785 号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　第 44 Ａ号住居跡は，形状が不明であるが，ピットの配置から楕円形と推測できる。第 44 Ｂ号住

居跡も，ピットの配置から楕円形と推測できる。

床　ほぼ平坦で，全体的に西側に傾斜している。第 44 Ａ号住居跡・第 44 Ｂ号住居跡ともに明瞭な硬化面は確

認できない。

炉　地床炉２か所。炉１は，Ｐ１～Ｐ７で囲まれた範囲のほぼ中央部に位置していることから，第 44 Ａ号住

居跡に伴う地床炉と考えられる。長径 63㎝，短径 54㎝の不整楕円形で，床面を皿状に 24㎝掘りくぼめている。

火床面は床面と同じ高さで，火熱を受けて赤変している。炉２は，住居が東側に拡張された際，東側につくり
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替えられたと推測でき，第 44 Ｂ号住居跡に伴う地床炉と考えられる。Ｐ６･Ｐ８～ P 13 で囲まれた範囲の中

央よりやや東側に位置している。長径 82㎝，短径 80㎝の円形で，床面を皿状に 25㎝掘りくぼめている。火床

面は第４層上面で，火熱を受けて赤変硬化している。

炉１土層解説
１　褐 色　ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量
２　灰 褐 色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

３　暗 褐 色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
 

炉２土層解説
１　暗 赤 褐 色　焼土粒子中量，ローム粒子少量，炭化粒子微量
２　灰 褐 色　焼土ブロック・炭化物・ローム粒子少量

３　にぶい赤褐色　焼土粒子多量，ローム粒子少量
４　明 赤 褐 色　焼土ブロック多量

ピット　24 か所。Ｐ１～Ｐ７は深さ 25 ～ 55㎝で，第 44 Ａ号住居跡に伴う柱穴と考えられる。Ｐ６･Ｐ８～

Ｐ 13 は深さ 11 ～ 55㎝で，第 44 Ｂ号住居跡に伴う柱穴と考えられる。Ｐ６を基準に東側に拡張し，第 44 Ａ

号住居から第 44 Ｂ号住居に建て替えたと推測できる。Ｐ 14 ～Ｐ 24 は深さ 21 ～ 68㎝で，帰属及び性格は不

明である。
ピット土層解説
１　黒 褐 色　ローム粒子・焼土粒子極微量
２　暗 褐 色　ローム粒子微量
３　褐 色　ローム粒子中量
４　黒 褐 色　焼土粒子極微量

５　暗 褐 色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量
６　黒 褐 色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
７　黒 褐 色　ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量
８　褐 灰 色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物出土状況　縄文土器片 37 点（深鉢）のほか，土師器片２点（甕）が，覆土中から出土している。TP １・

TP ２は床面から出土しており，第 44 Ｂ号住居跡に伴う遺物と考えられる。

所見　最終段階の時期は，出土土器から中期後葉（加曽利ＥⅡ式期）である。

第 7 図　第 44 Ｂ号住居跡出土遺物実測図

第 46 号住居跡（第 8 図）

位置　調査区北部のＥ７j0 区，標高 24.2 ｍの台地縁辺部に位置している。

規模と形状　長径 3.60 ｍ，短径 3.24 ｍの楕円形である。壁高は 10 ～ 20㎝で，外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，全体的に南西側に傾斜している。明瞭な硬化面は確認できない。

ピット　７か所。Ｐ１～Ｐ７は深さ 10 ～ 38㎝で，柱穴と考えられる。

ピット土層解説
１　褐 灰 色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
２　暗 褐 色　ロームブロック少量

３　にぶい黄褐色　ローム粒子中量，炭化粒子極微量

覆土　３層に分層できる。レンズ状の堆積状況から自然堆積である。

土層解説
１　褐 色　ローム粒子・焼土粒子微量
２　暗 褐 色　ローム粒子微量

３　褐 色　ローム粒子少量

第 44 B 号住居跡出土遺物観察表（第 7 図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎　土 色調 焼成 文　様　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

TP1 縄文土器 深鉢 － （4.9） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子 橙 普通 ２本単位の沈線を伴う磨り消し帯を垂下　

縦位回転の２段ＬＲ単節縄文を施文 床面 PL9

TP2 縄文土器 深鉢 － （5.3） － 長石・石英・雲母 橙 普通 ２本単位の沈線を伴う磨り消し帯を垂下　
縦位回転の２段ＬＲ単節縄文を施文 床面
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遺物出土状況　縄文土器片 20 点（深鉢），石器１点（剥片）のほか，土師器片２点（坏）が，覆土中から出土

している。これらは，細片のため図示できない。

所見　時期は，遺構の形状や出土土器から中期後葉と推測できる。

第 8 図　第 46 号住居跡実測図

　第 47 号住居跡（第９・10 図）

位置　調査区北西部のＥ７j6 区，標高 23.7 ｍの台地緩斜面部に位置している。

重複関係　第 779 号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と形状　南側の壁は斜面によって削平されており，東西径は 6.36 ｍで，南北径は 4.60 ｍが確認されただ

けであるが，平面形は円形と推測できる。壁高は９～ 39㎝で，外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，明瞭な硬化面は確認できない。壁下には壁溝が巡っているが，削平を受けている南側の状況

は不明である。

炉　中央部に位置する地床炉である。長径 99㎝，短径 91㎝の円形で，床面を皿状に 15㎝掘りくぼめている。

火床面は第６層上面で，火熱を受けて赤変硬化している。

炉土層解説
１　暗 赤 褐 色　焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量
２　暗 褐 色　焼土粒子中量，ロームブロック少量
３　灰 黄 褐 色　粘土ブロック多量，ロームブロック中量
４　暗 褐 色　ロームブロック・焼土ブロック少量

５　褐 色　焼土ブロック・ローム粒子中量
６　暗 赤 褐 色　焼土ブロック多量，粘土粒子少量
７　にぶい赤褐色　焼土ブロック・粘土粒子中量
８　暗 褐 色　焼土ブロック少量，粘土粒子微量

ピット　８か所。Ｐ１～Ｐ８は深さ 12 ～ 67㎝で，主柱穴と考えられる。

ピット土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック少量，焼土ブロック微量
２　灰 黄 褐 色　ロームブロック中量，焼土粒子極微量
３　にぶい黄褐色　ロームブロック・粘土粒子中量
４　褐 灰 色　ローム粒子微量
５　暗 褐 色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量

６　黒 褐 色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
７　暗 褐 色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
８　にぶい黄褐色　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子　
　　　　　　　   少量
９　褐 色　ロームブロック中量
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覆土　４層に分層できる。レンズ状の堆積状況から自然堆積である。

遺物出土状況　縄文土器片 450 点（深鉢），石器３点（磨製石斧，石核，剥片）のほか土師器片７点（坏３，甕４）

が覆土中から出土している。１はＰ６の覆土中層から逆位で出土している。

所見　時期は，出土土器から中期後葉（加曽利ＥⅡ式期）である。

第 9 図　第 47 号住居跡実測図

土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック少量，焼土ブロック微量，炭化
　　　　　　　　粒子極微量
２　黒 褐 色　ロームブロック・焼土粒子極微量

３　褐 灰 色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
４　灰 黄 褐 色　ロームブロック少量
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第 10 図　第 47 号住居跡出土遺物実測図

第 47 号住居跡出土遺物観察表（第 10 図）

第 49 号住居跡（第 11 図）

位置　調査区東部のＦ８e2 区，標高 24.8 ｍの台地緩斜面部に位置している。

確認状況　壁は削平を受けており，床の一部と炉及びピットを確認した。

重複関係　第 43・50 号住居，第 715 号土坑に掘り込まれている。第 675・676・716 号土坑とも重複している

が新旧関係は不明である。

規模と形状　形状は不明であるが，ピットの配置から楕円形と推測できる。

床　ほぼ平坦で，全体的に西側に傾斜している。明瞭な硬化面は確認できない。

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎　土 色調 焼成 文　様　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

1 縄文土器 深鉢 － （11.6） 8.3 長石・石英・赤色
粒子 褐 普通 ２本単位の沈線を伴う磨り消し帯を垂下　

地文は縦位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文
P ６覆土    

中層 30% PL7

TP3 縄文土器 深鉢 － （6.9） － 長石・石英 にぶい橙 普通 隆帯と沈線で楕円形区画　２段ＬＲ単節縄文を
施文 覆土中層

TP4 縄文土器 深鉢 － （6.4） － 長石・石英・赤色
粒子 にぶい褐 普通 隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻き状のモチーフを形成

沈線を伴う磨り消し帯を垂下　付加条縄文を施文 覆土中 PL9

TP5 縄文土器 深鉢 － （4.9） － 石英・小礫 にぶい褐 普通 円形刺突文・沈線を伴う磨り消し帯　
地文は縦位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文 覆土中 PL9

TP6 縄文土器 深鉢 － （4.1） － 長石・石英・小礫 にぶい橙 普通 半截竹管状工具による沈線文を重弧状に施文　
口縁部内面に突帯を巡らす 覆土中 PL9

TP7 縄文土器 深鉢 － （4.0） － 長石・石英・赤色
粒子 暗赤褐 普通 地文は太い条線文を施文 覆土中 PL9
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第 11 図　第 49 号住居跡実測図
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炉　地床炉１か所。ピットで囲まれた範囲の中央部よりやや北東に位置しており，南側を第 715 号土坑に掘り

込まれている。長径は 76㎝で，短径は 58㎝しか確認できなかったが , 平面形は楕円形と推測でき，床面を皿

状に９㎝掘りくぼめている。火床面は床面と同じ高さで，火熱を受けて赤変している。

炉土層解説
１　にぶい赤褐色　焼土ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量 ２　にぶい赤褐色　ローム粒子・焼土粒子少量

ピット　16 か所。Ｐ１～Ｐ 16 は深さ 12 ～ 40㎝である。Ｐ１～Ｐ５・Ｐ８・Ｐ 10・Ｐ 13 ～Ｐ 16 は壁柱穴である。

ピット土層解説
１　黒 褐 色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
２　暗 褐 色　ローム粒子中量
３　黒 褐 色　ローム粒子少量，炭化粒子微量（１層より締ま　
　　　　　　　　り強）

４　暗 褐 色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
５　暗 褐 色　ロームブロック中量
６　暗 褐 色　ロームブロック少量，炭化粒子微量（４層より明）

遺物出土状況　縄文土器片 11 点（深鉢）のほか，土師器片１点（坏）が，覆土中から出土している。これら

は細片のため図示できない。

所見　時期は，遺構の形状や土器片の様相から中期後葉と推測できる。

第 51 号住居跡（第 12 図）

位置　調査区東部のＦ７g0 区，標高 24.8 ｍの台地緩斜面部に位置している。

確認状況　壁は削平を受けており，床の一部と炉及びピットを確認した。

重複関係　第 704・705・730 号土坑と重複しているが新旧関係は不明である。

第 12 図　第 51 号住居跡実測図
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規模と形状　形状は不明であるが，ピットの配置から楕円形と推測できる。

床　ほぼ平坦であるが，明瞭な硬化面は確認できない。

炉　地床炉１か所。ピットで囲まれた範囲の中央部よりやや南に位置している。長径 53㎝，短径 48㎝の楕円

形で，掘り込みはみられない。火床面は床面と同じ高さで，火熱を受けて赤変している。

ピット　６か所。Ｐ１～Ｐ６は深さ 15 ～ 58㎝で，主柱穴である。

ピット土層解説
１　黒 褐 色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
２　暗 褐 色　ローム粒子中量，炭化粒子微量
３　暗 褐 色　ローム粒子中量

４　褐 色　ローム粒子中量
５　褐 色　ローム粒子中量，炭化粒子微量

所見　伴う遺物はないが，時期は，位置や遺構の形状から中期と考えられる。

表 2　縄文時代竪穴住居跡一覧表

   （2）  炉穴

   第３号炉穴（第 13 図）

位置　調査区北部のＦ８a1 区，標高 24.3 ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係　第２号ピット群Ｐ４に掘り込まれている。第 626 号土坑とも重複しているが新旧関係は不明である。

第 13 図　第 3 号炉穴・出土遺物実測図

番号 位置 主軸方向 平面形   規模（ｍ）
 （長軸×短軸）

壁高
（㎝） 床面 壁溝

内　部　施　設
覆土 主な出土遺物 時期

備　　考 
重複関係 

（古→新）
ピット 炉主柱穴 柱穴 出入口不明

44 Ｆ８d1 － ［楕円形］ － － 平坦 － － Ａ７
Ｂ７ － 11 Ａ地床炉１

Ｂ地床炉１ － 縄文土器･剥片 中期後葉 SK697・782・785
→本跡

46 E ７j0 － 楕円形 3.60 × 3.24 10 ～ 20 平坦 － － ７ － － － 自然 縄文土器･石器 中期後葉

47 E ７j6 － ［円形］ 6.36 ×（4.60）９ ～ 39 平坦［全周］８ － － － 地床炉 1 自然 縄文土器･石器 中期後葉 SK779

49 Ｆ８e2 － ［楕円形］ － － 平坦 － － 11 － ５ 地床炉 1 － 縄文土器 中期後葉 本跡→ SI43・50・SK715，
SK675・676・716

51 Ｆ７g0 － ［楕円形］ － － 平坦 － ６ － － － 地床炉 1 － － 中期 SK704・705・730
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規模と形状　長径 2.25 ｍ，短径 1.30 ｍの不整楕円形で，長径方向はＮ－ 52 ﾟ－Ｅである。北東側が火焚部で，

南西側に足場が付設されている。深さは火焚部が 48㎝，足場が 32㎝である。壁は外傾して立ち上がっている。

火焚部は皿状で，火熱を受けて赤変硬化している。火焚部は足場に向かって緩やかに傾斜している。

覆土　６層に分層できる。不自然な堆積状況から埋め戻されている。火床面は第５層上面で，火熱を受けて赤

変硬化している。

土層解説
１　黒 褐 色　焼土粒子微量，ローム粒子・炭化粒子極微量
２　暗 褐 色　ローム粒子・焼土粒子微量
３　暗 褐 色　ローム粒子少量

４　暗 褐 色　焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子極微量
５　にぶい赤褐色　焼土粒子中量 , 炭化粒子微量 , ローム粒子極微量
６　暗 褐 色　ローム粒子微量，焼土粒子極微量

遺物出土状況　縄文土器片 13 点（深鉢）が，覆土中から出土している。18 は火床面から出土している。

所見　時期は，出土土器や遺構の形状から，早期後半と考えられる。

第 3 号炉穴出土遺物観察表（第 13 図）

第４号炉穴（第 14 図）

位置　調査区北部のＥ８j1 区，標高 24.5 ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係　第 741 号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　長径 1.22 ｍ，短径 1.13 ｍの円形である。北東側が火焚部で，南西側に足場が付設されている。

深さは火焚部が 39㎝，足場が 35㎝である。壁は外傾して立ち上がっている。火焚部は皿状で，火熱を受けて

赤変硬化している。火焚部は足場に向かって緩やかに傾斜している。

覆土　３層に分層できる。レンズ状の堆積状況から自然堆積

である。火床面は第２層上面で，火熱を受けて赤変硬化して

いる。
土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子
　　　　　　　　微量
２　にぶい赤褐色　焼土ブロック多量
３　灰 褐 色　ロームブロック・焼土ブロック中量

遺物出土状況　縄文土器片１点（深鉢）が，覆土中から出土

しているが，細片のため図示できない。

所見　時期は，遺構の形状や出土土器片の様相から，早期後

半と推測できる。第 14 図　第 4 号炉穴実測図

第５号炉穴（第 15 図）

位置　調査区北部のＥ７i9 区，標高 24.0 ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係　第 650 号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　短径 0.87 ｍで，長径は 1.12 ｍしか確認できなかったが，平面形は楕円形と推測でき，長径方向

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎　土 色調 焼成 文　様　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

18 縄文土器 深鉢 ［19.6］（29.0） － 長石・石英・白色粒子 橙 普通 外・内面条痕文 火床面 20%  PL7
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はＮ－ 10 ﾟ－Ｗである。 北側が火焚部で，南側に足場が付設されている。火床面は２面で，第１層上面（火

床面Ａ）と，第５層上面（火床面Ｂ）で確認できた。深さは火焚部が 29㎝，足場が 22㎝である。壁は外傾し

て立ち上がっている。火焚部は皿状で，火熱を受けて赤変硬化している。足場は火焚部に向かって緩やかに傾

斜している。

覆土　６層に分層できる。レンズ状の堆積状況から自然

堆積である。火床面は第１・５層上面で，火熱を受けて

赤変硬化している。

土層解説
１　灰 褐 色　焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化粒子
　　　　　　　　少量
２　暗 褐 色　ロームブロック中量，焼土ブロック少量，炭化　
　　　　　　　　粒子微量
３　にぶい黄褐色　ロームブロック中量，炭化粒子少量，焼土ブロ　
　　　　　　　　ック微量
４　にぶい赤褐色　焼土粒子中量
５　明 赤 褐 色　焼土ブロック多量
６　にぶい褐色　ローム粒子中量，焼土ブロック少量

所見　時期は，出土遺物はないが，遺構の形状から，早

期後半と推測できる。

第 15 図　第 5 号炉穴実測図

第６号炉穴（第 16 図）

位置　調査区北部のＥ８j2 区，標高 24.8 ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係　第７号炉穴・第 623 号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長径 0.82 ｍ，短径 0.76 ｍしか確認できなかった。足場は，足場と想定できる南側が第 623 号土坑，

東側が第７号炉穴に削平され，北部は調査区域外であるため，確認できず，全体の形状は不明である。火焚部

の深さは 70㎝で，壁は緩やかに立ち上がっている。火焚部は皿状で，火熱を受けて赤変硬化している。

覆土　４層に分層できる。レンズ状の堆積状況から自然堆積である。火床面は第３層上面で，火熱を受けて赤

変硬化している。

第 16 図　第 6 ～ 8 号炉穴・第 6 号炉穴出土遺物実測図
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土層解説
１　褐 灰 色　ロームブロック少量，焼土ブロック微量
２　にぶい赤褐色　焼土ブロック中量，ロームブロック少量

３　赤 褐 色　焼土粒子多量
４　褐 色　ロームブロック中量，焼土ブロック少量

遺物出土状況　縄文土器片 10 点（深鉢）が，覆土中から出土している。TP10 は火床面から出土している。

所見　時期は，出土土器や形状から，早期後半と推測できる。

第６号炉穴出土遺物観察表（第 16 図）

第７号炉穴（第 16 図）

位置　調査区北部のＥ８j2 区，標高 24.8 ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係　第６・８号炉穴を掘り込み，第 623 号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長径 1.84 ｍで，短径は 1.03 ｍしか確認できなかったが，平面形は楕円形と推測でき，長径方向

はＮ－ 59 ﾟ－Ｗである。北西側が火焚部で，南東側に足場が付設されている。深さは火焚部が 60㎝，足場が

48㎝である。壁は外傾して立ち上がっている。火焚部は皿状で，火熱を受けて赤変硬化している。

覆土　５層に分層できる。レンズ状の堆積状況から自然堆積である。火床面は第４層上面で，火熱を受けて赤

変硬化している。

土層解説
１　黒 褐 色　焼土ブロック少量，ロームブロック微量
２　褐 灰 色　ロームブロック・焼土ブロック少量
３　にぶい赤褐色　焼土粒子多量，ロームブロック少量

４　赤 褐 色　焼土粒子極多量
５　暗 灰 黄 色　焼土ブロック少量

遺物出土状況　縄文土器片１点（深鉢）が，覆土中から出土しているが，細片のため図示できない。

所見　時期は，形状や出土土器片の様相から，早期後半と推測できる。

第８号炉穴（第 16 図）

位置　調査区北部のＥ８j2 区，標高 24.8 ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係　第７号炉穴に掘り込まれている。

規模と形状　長径 1.72 ｍで，短径は 1.29 ｍしか確認できなかったが，平面形は楕円形と推測でき，長径方向

はＮ－ 71 ﾟ－Ｅである。火焚部は２か所で，南東側（火焚部Ａ）と，北西側（火焚部Ｂ）で確認できた。南側

に足場が付設されている。深さは火焚部Ａが 51㎝，火焚部Ｂが 62㎝である。壁は外傾して立ち上がっている。

火焚部は皿状で，火熱を受けて赤変硬化している。

覆土　10 層に分層できる。レンズ状の堆積状況から自然堆積である。火焚部Ａの火床面は第４層上面，火焚

部Ｂの火床面は第９層上面で，火熱を受けて赤変硬化している。

土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック少量，焼土ブロック微量
２　褐 灰 色　ローム粒子中量，焼土ブロック微量
３　にぶい赤褐色　焼土ブロック中量，ロームブロック少量
４　赤 褐 色　焼土粒子多量
５　にぶい褐色　ローム粒子多量，焼土ブロック少量

６　にぶい黄褐色　ローム粒子中量，焼土ブロック微量
７　灰 黄 褐 色　ローム粒子多量
８　にぶい赤褐色　焼土粒子中量，ロームブロック少量
９　赤 褐 色　焼土ブロック多量
10　にぶい赤褐色　ローム粒子多量，焼土ブロック少量

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎　土 色調 焼成 文　様　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

TP10 縄文土器 深鉢 － （8.4） － 長石・石英 橙 普通 口唇部刻み目　外・内面条痕文 火床面 PL9
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遺物出土状況　縄文土器片１点（深鉢）が，覆土中から出土しているが，細片のため図示できない。

所見　時期は，重複関係や出土土器片の様相から，早期後半と推測できる。

位置　調査区北部のＦ８b1 区，標高 24.0 ｍの台地平坦部に位置している。

規模と形状　長径 2.15 ｍ，短径 1.65 ｍの楕円形で，長径方向はＮ－ 37 ﾟ－Ｗである。火焚部は２か所で，西側（火

焚部Ａ）と，東側（火焚部Ｂ）で確認できた。北側または南側に足場が付設されていたと考えられるが，不明

である。深さは火焚部Ａが 31㎝，火焚部Ｂが 35㎝である。壁は外傾して立ち上がっている。火焚部は皿状で，

火熱を受けて赤変硬化している。

覆土　７層に分層できる。レンズ状の堆積状況から自然堆積である。火焚部Ａ，火焚部Ｂの火床面はいずれも

第６層上面で，火熱を受けて赤変硬化している。

   第９号炉穴（第 17・18 図）

土層解説
１　灰 褐 色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２　褐 灰 色　ロームブロック微量，焼土粒子極微量
３　にぶい赤褐色　焼土ブロック中量，ロームブロック少量
４　にぶい黄褐色　ローム粒子多量

５　暗 褐 色　焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子極微量
６　暗 赤 褐 色　焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子極微量
７　褐 色　ローム粒子少量，焼土粒子極微量

遺物出土状況　縄文土器片 22 点（深鉢）が，覆土中から出土している。21 は火焚部Ａの覆土中層から出土し

ており，第 650 号土坑から出土している土器片と接合する。

所見　時期は，出土土器から，早期後半（鵜ヶ島台式期）と推測できる。

第 17 図　第 9 号炉穴・出土遺物実測図
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第 18 図　第 9 号炉穴出土遺物実測図

第９号炉穴出土遺物観察表（第 17・18 図）

表 3　縄文時代炉穴一覧表

番号 位置 平面形 長径方向
長軸方向

規　　　模
壁面 底面 覆土 主な出土遺物 時期

備　　考 
重複関係 

（古→新）
長径×短径（ｍ）
長軸×短軸（ｍ）

深さ
（㎝）

３ Ｆ８a1 不整楕円形 Ｎ－ 52 ﾟ－Ｅ 2.25 × 1.30 32 ～ 48 外傾 皿状 人為 縄文土器 早期後半 本跡→ PG２，SK626

４ Ｅ８j1 円形 － 1.22 × 1.13 35 ～ 39 外傾 皿状 自然 縄文土器 早期後半 SK741 →本跡

５ E ７i9 ［楕円形］ Ｎ－ 10 ﾟ－Ｗ（1.12）× 0.87 22 ～ 29 外傾 皿状 自然 － 早期後半 本跡→ SK650

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎　土 色調 焼成 文　様　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

19 縄文土器 深鉢 ［26.0］（13.2） － 長石・石英・赤色
粒子・黒色粒子 にぶい赤褐 普通 口唇部刻み目　半截竹管状工具による平行沈

線文・刺突文を施文 覆土中 10%

20 縄文土器 深鉢 ［23.4］（20.2） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子 橙 普通 外・内面条痕文 覆土下層 30%

21 縄文土器 深鉢 － （20.3） － 長石・石英・雲母 褐 普通
低い細隆起文で襷掛け状に区画　区画内に刺
突文を充填　区画文交点に竹管状工具で押捺
文を付加   内面条痕文

覆土中層 10％　PL7　
SK650の21と結合

TP11 縄文土器 深鉢 － （7.5） － 長石・石英・赤色
粒子 にぶい橙 普通 口唇部刻み目　半截竹管状工具による平行沈

線文・刺突文を施文 覆土中層 PL9
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  （3）  陥し穴

　第１号陥し穴（第 19 図）

位置　調査区北西部のＥ７j8 区で，標高 23.4 ｍの台地緩斜面部に位置している。

規模と形状  長径 3.34 ｍ，短径 1.04 ｍの楕円形である。長径方向はＮ－ 64 ﾟ－Ｗで，台地の傾斜とほぼ平行で

ある。深さは 81 ～ 86㎝で，底面は幅狭く溝状である。壁はＶ字状に外傾して立ち上がっている。

覆土  ６層に分層できる。レンズ状の堆積状況から自然堆積である。

土層解説
１　暗 褐 色　ローム粒子・焼土粒子微量
２　にぶい黄褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
３　暗 褐 色　ローム粒子・焼土粒子極微量

４　暗 褐 色　ローム粒子微量，焼土粒子極微量
５　褐 色　ローム粒子少量
６　にぶい黄褐色　ローム粒子少量，炭化粒子極微量

所見   伴う遺物はないが，時期は，遺構の形状から縄文時代と考えられる。

第 19 図　第 1 号陥し穴実測図

   （4）  土坑

　第 607 号土坑（第 20 図）

位置　調査区北東部のＦ８b4 区で，標高 25.0 ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係　第８号溝に掘り込まれている。                                       

規模と形状　長径 2.40 ｍ，短径 1.96 ｍの楕円形で，長径方向はＮ－ 82 ﾟ－Ｅである。深さは 52 ～ 54㎝で，

底面は平坦である。底面の北東，南東，中央部より西側，北西にピットが存在し，Ｐ１・Ｐ２・Ｐ３・Ｐ４の

深さは 36㎝・24㎝・37㎝・33㎝である。壁は外傾して立ち上がっている。

番号 位置 平面形 長径方向
長軸方向

規　　　模
壁面 底面 覆土 主な出土遺物 時期

備　　考 
重複関係 

（古→新）
長径×短径（ｍ）
長軸×短軸（ｍ）

深さ
（㎝）

６ E ８j2 － － （0.82）×（0.76） 70 緩斜 皿状 自然 縄文土器 早期後半 本跡→ FP７・SK623

７ E ８j2 ［楕円形］ Ｎ－ 59 ﾟ－Ｗ   1.84 ×（1.03）48 ～ 60 外傾 皿状 自然 縄文土器 早期後半 FP６・８→本跡→ SK623

８ E ８j2 ［楕円形］ Ｎ－ 71 ﾟ－Ｅ   1.72 ×（1.29）51 ～ 62 外傾 皿状 自然 縄文土器 早期後半 本跡→ FP７

９ Ｆ８b1 楕円形 Ｎ－ 37 ﾟ－Ｗ 2.15 ×  1.65 31 ～ 35 外傾 皿状 自然 縄文土器 早期後半
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覆土　11 層に分層できる。レンズ状の堆積状況から自然堆積である。

遺物出土状況　縄文土器片 36 点（深鉢）が，覆土中から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期後葉（加曽利ＥⅡ～Ⅲ式期）と推測できる。

第 20 図　第 607 号土坑・出土遺物実測図

第 607 号土坑出土遺物観察表（第 20 図）

土層解説
１　黒 褐 色　焼土ブロック・炭化物少量，ロームブロック微量
２　灰 黄 褐 色　ロームブロック中量，炭化物微量
３　灰 褐 色　ロームブロック中量，焼土ブロック微量，炭化　
　　　　　　　   粒子極微量
４　黒 褐 色　ロームブロック少量，焼土ブロック微量

５　にぶい褐色　ロームブロック中量
６　褐 灰 色　ロームブロック少量
７　灰 黄 褐 色　ロームブロック中量，焼土ブロック微量
８　にぶい黄褐色　ローム粒子中量，黒褐色土ブロック少量
９　暗 褐 色　ロームブロック中量

土層解説
１　灰 褐 色　ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子
　　　　　　　　微量
２　灰 黄 褐 色　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物微量
３　暗 褐 色　ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子　
　   　　　　　　微量
４　黒 褐 色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
５　灰 黄 褐 色　ロームブロック・粘土ブロック中量

６　褐 灰 色　ロームブロック・粘土ブロック少量
７　灰 黄 褐 色　ロームブロック中量
８　黒 褐 色　ロームブロック・炭化物中量
９　暗 褐 色　ロームブロック微量
10　灰 黄 褐 色　ロームブロック少量
11　にぶい黄褐色　ロームブロック・粘土ブロック中量

第 608 号土坑（第 21 図）

位置　調査区北東部のＦ８c3 区で，標高 25.0 ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係　第８号溝に掘り込まれている。                                       

規模と形状　短径 2.28 ｍで長径は 2.48 ｍしか確認できなかったが , 平面形は楕円形と推測でき , 長径方向はＮ

－ 57 ﾟ－Ｗである。深さは 37 ～ 40㎝で，底面は平坦である。底面の中央部より西側，北，南にピットが存在し，

Ｐ１・Ｐ２・Ｐ３の深さは，49㎝・45㎝・26㎝である。壁は緩やかに立ち上がっている。

覆土　９層に分層できる。レンズ状の堆積状況から自然堆積である。

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎　土 色調 焼成 文　様　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

TP14 縄文土器 深鉢  － （3.3） － 長石・石英 灰褐 普通 ２本単位の沈線を伴う磨り消し帯を垂下　
縦位回転の２段ＬＲ単節縄文を施文 覆土中
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遺物出土状況　縄文土器片 52 点（深鉢）が，覆土中から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期後葉（加曽利ＥⅡ～Ⅲ式期）と推測できる。

第 21 図　第 608 号土坑・出土遺物実測図

第 608 号土坑出土遺物観察表（第 21 図）

位置　調査区北部のＥ７i9 区で，標高 24.0 ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係　第５号炉穴を掘り込んでいる。

規模と形状　短径 0.64 ｍで，長径は 0.58 ｍしか確認できなかったが，平面形は楕円形と推測でき，長径方向

はＮ－ 46 ﾟ－Ｅである。深さは 60 ～ 63㎝で，底面は平坦である。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　２層に分層できる。レンズ状の堆積状況から自

遺物出土状況　縄文土器片８点（深鉢）が，覆土中

から出土している。21 は覆土中層から出土しており，

第９号炉穴から出土している土器片と接合する。

所見　時期は，出土土器から，早期後半（鵜ヶ島台式

期）と推測できる。 第 22 図　第 650 号土坑実測図

然堆積である。

土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子
　　　　　　　　微量
２　極 暗 褐 色　焼土粒子少量，ロームブロック・炭化粒子微量

第 650 号土坑（第 22・23 図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎　土 色調 焼成 文　様　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

TP15 縄文土器 深鉢 － （3.3） － 長石・石英 明褐 普通 隆帯と沈線で区画　地文は２段ＬＲ単節縄文
を施文 覆土中

TP16 縄文土器 深鉢 － （4.0） － 長石・石英 にぶい黄褐 普通 ２本単位の沈線を伴う磨り消し帯を垂下 覆土中
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位置　調査区中央部のＦ７d8 区で，標高 22.6 ｍの台地緩斜面部に位置している。

規模と形状　長径 3.20 ｍ，短径 1.93 ｍの不整楕円形で，長径方向はＮ－ 38 ﾟ－Ｅである。深さは 53 ～ 67㎝で，

第 23 図　第 650 号土坑出土遺物実測図

第 650 号土坑出土遺物観察表（第 23 図）

位置　調査区北部のＦ７a9 区で，標高 23.3 ｍの台地緩斜面部に位置している。

重複関係　第 671 号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　短径 0.8 ｍで，長径は 1.12 ｍしか確認できなかったが，平面形は楕円形と推測でき，長径方向は

Ｎ－ 10 ﾟ－Ｗである。深さは 47 ～ 56㎝で，底面は平坦である。北側の壁は緩やかに立ち上がっているが，南

側の壁は内傾している。

覆土　４層に分層できる。レンズ状の堆積状況から自

然堆積である。

遺物出土状況　縄文土器片４点（深鉢）が，覆土中か

ら出土している。これらは，細片のため図示できない。

所見　時期は，重複関係や出土土器片の様相から，前

期前葉と推測できる。
第 24 図　第 748 号土坑実測図

土層解説
１　極 暗 褐 色　焼土ブロック少量，炭化物・ローム粒子微量
２　暗 褐 色　ロームブロック・焼土ブロック少量，粘土ブロ　
　　　　　　　　ック微量
３　暗オリーブ褐色　ロームブロック・焼土ブロック少量，粘土ブロ　
　　　　　　　   ック・炭化粒子微量
４　灰 黄 褐 色　ロームブロック中量，粘土ブロック少量

 第 748 号土坑（第 24 図）

第 783 号土坑（第 25 図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎　土 色調 焼成 文　様　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

21 縄文土器 深鉢 － （20.3） － 長石・石英・雲母 褐 普通 低い細隆起文で襷掛け状に区画　区画内に刺突文を充填
区画文交点に竹管状工具で押捺文を付加　内面条痕文 覆土中層 10%　PL7

ＦＰ９の21と接合
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底面は緩やかな凹凸を有している。壁は緩やかに立ち上がっている。

覆土　６層に分層できる。レンズ状の堆積状況から自然堆積である。

土層解説
１　にぶい黄褐色　粘土粒子多量
２　褐 灰 色　ロームブロック・粘土粒子少量
３　黒 褐 色　粘土粒子少量，ロームブロック微量

４　暗 褐 色　砂粒少量，ロームブロック微量
５　黒 褐 色　ロームブロック微量
６　灰 黄 褐 色　粘土ブロック中量

遺物出土状況　縄文土器片 20 点（深鉢）が，覆土中から出土している。TP13 は覆土下層から出土している。

所見　時期は，出土土器から，前期前葉と推測できる。

   （5）  ピット群

　　　ピット群は，今回の調査で東部に２か所確認された。いずれも建物跡を想定できるような配置ではない。

　　ここでは，ピット群ごとに平面図とピット計測表を掲載する。

第 25 図　第 783 号土坑・出土遺物実測図

第 783 号土坑出土遺物観察表（第 25 図）

表 4　縄文時代土坑一覧表

番号 位置 平面形 長径方向
長軸方向

規　　　模
壁面 底面 ピット 覆土 主な出土遺物 時期

備　　考 
重複関係 

（古→新）
長径×短径（ｍ）
長軸×短軸（ｍ）

深さ
（㎝）

607 Ｆ８b4 楕円形 Ｎ－82 ﾟ－Ｅ 2.40 × 1.96 52 ～ 54 外傾 平坦 4 自然 縄文土器 中期後葉 本跡→ SD８

608 Ｆ８c3 ［楕円形］ Ｎ－57 ﾟ－Ｗ （2.48）× 2.28 37 ～ 40 緩斜 平坦 3 自然 縄文土器 中期後葉 本跡→ SD８

650 E ７i 9 ［楕円形］ Ｎ－46 ﾟ－Ｅ （0.58）× 0.64 60 ～ 63 外傾 平坦 － 自然 縄文土器 早期後半 FP５→本跡

748 Ｆ７a9 ［楕円形］ Ｎ－10 ﾟ－Ｗ （1.12）× 0.80   47 ～ 56 緩斜・内傾 平坦 － 自然 縄文土器 前期前葉 本跡→ SK671

783 Ｆ７d8 不整楕円形 Ｎ－38 ﾟ－Ｅ 3.20 × 1.93 53 ～ 67 緩斜 凹凸 － 自然 縄文土器 前期前葉

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎　土 色調 焼成 文　様　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

TP13 縄文土器 深鉢 － （16.3） － 長石・石英・繊維 橙 普通 ２段ＬＲ･ＲＬ単節縄文を羽状構成に施文 覆土下層 PL9
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位置　調査区東部のＦ７a0 ～Ｆ 8 c1 区にかけての東西 8.3 ｍ，南北 7.1 ｍの範囲から，柱穴状のピット 17 か

所が確認された。

位置　調査区東部のＦ７e9 ～Ｆ７f0 区にかけての東西 5.4 ｍ，南北 5.7 ｍの範囲から，柱穴状のピット 17 か

所が確認された。

重複関係　第 45 号住居に掘り込まれている。

規模　平面形は長径 24 ～ 82㎝，短径 23 ～ 75㎝の円形あるいは楕円形で，深さは 16 ～ 72㎝である。

遺物出土状況　縄文土器片７点（深鉢）が，覆土中から出土している。これらは細片のため図示できない。

所見　分布状況から建物は想定できず，性格も不明である。時期は，出土土器片の様相から中期後葉と推測で

きる。

第 26 図　第１号ピット群実測図

第１号ピット群（第 26 図）

第２号ピット群（第 27 図）

第１号ピット群計測表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（㎝）

番号 長径 短径 深さ 番号 長径 短径 深さ 番号 長径 短径 深さ

1 57 52 34 7 50 42 24 13 78 70 37

2 48 37 25 8 42 38 20 14 51 41 40

3 30 27 28 9 42 37 27 15 82 75 40

4 36 31 27 10 48 44 25 16 24 23 16

5 71 61 29 11 65 46 72 17 39 35 20

6 52 46 65 12 53 48 30
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重複関係　第３号炉穴・第 695 号土坑を掘り込んでいる。第 786 号土坑とも重複しているが，新旧関係は不明

である。

規模　平面形は長径 29 ～ 120㎝，短径 28 ～ 77㎝の円形あるいは楕円形で，深さは６～ 34㎝である。

遺物出土状況　縄文土器片 18 点（深鉢）のほか，土師器片１点（甕）が覆土中から出土している。これらは，

細片のため図示できない。

所見　分布状況から建物は想定できず，性格も不明である。時期は，出土土器片の様相から早期後葉と推測で

きる。

第 27 図　第 2 号ピット群実測図

番号 長径 短径 深さ 番号 長径 短径 深さ 番号 長径 短径 深さ

1 38 36 8 7 44 35 18 13 56 48 16

2 66 65 11 8 43 37 15 14 35 34 20

3 120 77 33 9 42 42 24 15 96 48 34

4 88 55 30 10 41 37 13 16 42 38 26

5 45 40 6 11 47 46 28 17 56 47 14

6 56 31 33 12 29 28 18

第２号ピット群計測表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（㎝）
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表 5　縄文時代ピット群一覧表

２　弥生時代の遺構と遺物

     今回の調査で確認した当時代の遺構は，竪穴住居跡１軒，土坑１基である。以下，それぞれの遺構の特徴

　と出土した遺物について記述する。

   （1）  竪穴住居跡

第 42 号住居跡（第 28・29 図）

位置　調査区北部のＦ８d4 区，標高 25.2 ｍの台地平坦部に位置している。

確認状況　旧耕作土直下で，南側は床面が露出した状態で確認した。

重複関係　第 605 号土坑・第８号溝に掘り込まれている。

規模と形状　南側が調査区域外に延び，西側が第８号溝に掘り込まれているため，長軸 4.79 ｍ，短軸 3.74 ｍ

しか確認できなかったが，平面形は隅丸方形と推測できる。壁高は９～ 18㎝で，外傾して立ち上がっている。

第 28 図　第 42 号住居跡実測図

番号 位    置
範 囲（ｍ） ピット

数 平面形
　規　　模（㎝）

主 な 出 土 遺 物
備　　　　　考
重　複　関　係

（古→新）南北 東西 長径 短径 深さ

１ Ｆ７e9 ～Ｆ７f0 5.7 5.4 17 円形・楕円形 24 ～ 82 23 ～ 75 16 ～ 72 縄文土器 本跡→ SI45

２ Ｆ７a0 ～Ｆ８c1 7.1 8.3 17 円形・楕円形 29 ～120 28 ～ 77  6 ～ 34 縄文土器 FP3・SK695 →本跡，SK786
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床　ほぼ平坦で，明瞭な硬化面は確認できない。

覆土　２層に分層できる。ロームブロックを含んでいることから埋め戻されている。

土層解説
１　灰 黄 褐 色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量 ２　暗 褐 色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量

遺物出土状況　弥生土器片 12 点（壺）のほか，縄文土器片 45 点（深鉢），土師器片１点（高坏）が，覆土中

から出土している。２・３・30 は中央部床面から出土している。また，30 は第 671 号土坑から出土している

破片と接合する。

所見　時期は，出土土器片の様相から後期と推測できる。

第 29 図　第 42 号住居跡出土遺物実測図

第 42 号住居跡出土遺物観察表（第 29 図）

　（2）  土坑

第 671 号土坑（第 30 図）

位置　調査区北部のＦ７a9 区で，標高 23.4 ｍの台地緩斜面部に位置している。

第 30 図　第 671 号土坑・出土遺物実測図

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎　土 色調 焼成 文　様　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

2 弥生土器 壺 ［16.9］（1.9） － 長石・石英・雲母 灰黄褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　口縁部上端に横位回
転の付加条一種付加１条を施文 床面 5%  

3 弥生土器 壺 － （2.2） 7.3 長石・石英・雲母 褐 普通 横位回転の付加条一種付加１条を施文　底部
一方向へのヘラ削り 床面 5%

30 弥生土器 壺 ［16.4］（4.1） － 長石・石英・黒色
粒子 にぶい黄褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　地文は横位回転の付

加条一種付加１条を施文 床面 5%
SK671の30と接合
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重複関係　第 748 号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　長径 1.63 ｍ，短径 1.30 ｍの楕円形で，長径方向はＮ－ 23 ﾟ－Ｅである。深さは 58 ～ 61㎝で，

底面は平坦である。東側の壁は緩やかに立ち上がっているが，西側の壁は内傾している。

覆土　３層に分層できる。レンズ状の堆積状況から自然堆積である。

土層解説
１　黒 褐 色　焼土ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量
２　暗 褐 色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

３　灰 黄 褐 色　ロームブロック中量，焼土粒子微量

遺物出土状況　弥生土器片４点（壺）のほか，縄文土器片 28 点（深鉢）が，覆土中から出土している。30・

TP18 は覆土中層から出土している。また，30 は第 42 号住居跡から出土している破片と接合する。

所見　時期は，出土土器片から後期と推測できる。

第 671 号土坑出土遺物観察表（第 30 図）

３　古墳時代の遺構と遺物

     今回の調査で確認した当時代の遺構は，竪穴住居跡１軒，土坑１基である。以下，それぞれの遺構の特徴

　と出土した遺物について記述する。

　（1）  竪穴住居跡

第 43 号住居跡（第 31 ～ 34 図）

位置　調査区東部のＦ８e2 区，標高 24.8 ｍの台地縁辺部に位置している。

重複関係　第 49 号住居跡を掘り込み，第 752 号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸 4.15 ｍ，短軸 4.13 ｍの方形で，主軸方向はＮ－ 144 ﾟ－Ｗである。壁高は 11 ～ 33㎝で，外

傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，壁際を除いて踏み固められている。壁溝が南コーナー部を除く壁下に確認できた。北西壁と

南西壁から中央部に延びる各１条の溝が確認できた。

ピット　５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ 38 ～ 48㎝で，主柱穴と考えられる。柱抜き取り後の凹地に炭化物が堆積

している。Ｐ１～Ｐ 3 の覆土上層は，炭化物や炭化粒子を多く含む黒色土である。Ｐ５は深さ 18㎝で，南東

壁際の中央部に位置し，周辺に馬蹄形の高まりが見られることから，出入り口施設に関連するピットと考えら

れる。

ピット土層解説
１　黒 色　炭化粒子多量，ロームブロック・焼土ブロック
　　　　　　　　少量
２　褐 灰 色　ロームブロック少量，焼土ブロック極微量
３　褐 灰 色　ロームブロック微量

４　灰 黄 褐 色　ロームブロック中量
５　暗 赤 褐 色　焼土ブロック・炭化物中量，ロームブロック極　
　　　　　　　　微量

竈　南西壁の南寄りに位置し，煙道部は壁外まで掘り込まれていない。袖部は床面と同じ地山の上に暗褐色土

で基部を作り，砂質粘土を積み上げて構築されている。第 12・13 層が袖部の構築土である。規模は焚口部か

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎　土 色調 焼成 文　様　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

30 弥生土器 壺 ［16.4］（4.1） － 長石・石英・黒
色粒子 にぶい黄褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　地文は横位回転の付

加条一種付加１条を施文 覆土中層 5%
SI42 の 30 と接合

TP18 弥生土器 壺 － （6.7） － 長石・石英 にぶい黄褐 普通 横位回転の付加条一種付加１条を羽状構成に
施文 覆土中層 PL9
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第 31 図　第 43 号住居跡実測図
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ら煙道部まで 98㎝，燃焼部幅 50㎝である。火床面は，燃焼部の中央部から焚口部寄りに位置し，床面と同じ

高さで，火熱を受けて赤変硬化している。各層にロームブロック・焼土ブロック・砂質粘土ブロックなどが含

まれて，不規則な堆積であることから，意図的に壊された可能性が高い。

竈土層解説
１　灰 褐 色　焼土ブロック・炭化物中量，ロームブロック・
　　　　　　　　砂質粘土粒子少量
２　黒 褐 色　炭化材中量，ローム粒子・焼土粒子少量
３　暗 褐 色　ロームブロック・焼土ブロック・砂質粘土ブロ　
　　　　　　　　ック・炭化物少量
４　黒 褐 色　炭化物多量，ロームブロック・焼土ブロック少量
５　にぶい黄褐色　ロームブロック多量
６　暗 褐 色　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物少量
７　にぶい褐色　砂質粘土ブロック多量，焼土ブロック少量
８　灰 黄 褐 色　ロームブロック少量

９　褐 色　ロームブロック中量
10　にぶい褐色　砂質粘土ブロック・炭化物中量，ロームブロッ　
　　　　　　　　ク・焼土ブロック少量
11　灰 褐 色　焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量
12　暗 褐 色　砂質粘土粒子中量 , 焼土ブロック ･ ローム粒子 ･
　　　　　　　　炭化粒子少量
13　暗 褐 色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・砂質粘　
　　　　　　　　土粒子微量
14　赤 褐 色　焼土ブロック多量

貯蔵穴　南コーナー部に位置し，長軸 78㎝，短軸 62㎝の長方形で，深さは 44㎝である。底面はほぼ平坦で，

壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　４層に分層できる。壁際には，周堤などの崩落土と推測される第３・４層が堆積し，その上部から中央

部の床面にかけて炭化材や焼土ブロックを多く含む第２層が堆積している。第１層は均質な暗褐色土であるこ

とから自然堆積である。

土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量
２　黒 褐 色　炭化材・焼土ブロック中量，ロームブロック少量

３　灰 褐 色　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子微量
４　にぶい黄褐色　ロームブロック中量

遺物出土状況　土師器片 270 点（坏 65，壺１，甕 203，甑１），須恵器片１点（坏蓋），土製品３点（球状土錘），

石製品 70 点 （臼玉 17，滑石片 53） のほか， 縄文土器片 40 点 （深鉢）， 弥生土器片２点 （壺）， 石器１点（石鏃）

が，覆土中から出土している。 貯蔵穴や竈の内外から完形または大形の土器片が，まとまって出土している。 

８・13・14 は貯蔵穴や南側の覆土下層，４・６・９・10・DP １は南側の床面，DP ３は南東壁溝 , 11 は北東

壁寄りの床面，DP ２は東コーナー部の覆土下層，５は竈燃焼部の覆土上層から出土している。滑石製の臼玉

および滑石片は，主に東側の覆土第３・４層から，12 は竈の火床面に正位で置かれ，その上に７が伏せられ

た状態で出土している。

所見　時期は，出土土器から６世紀初頭に比定できる。竈の火床面に置かれた７・12 は，２次焼成を受けて

いないため，住居廃絶時に置かれたものと推測できる。炭化材が第２層から出土しているため，上屋が焼失し

た可能性がある。また，臼玉や滑石片が覆土第３・４層から出土しているため，住居が焼失する以前に撒かれ

たものと考えられる。

第 32 図　第 43 号住居跡出土遺物実測図（1）

貯蔵穴土層解説
１　暗 褐 色　炭化物・焼土粒子少量，ロームブロック微量
２　黒 褐 色　ロームブロック・砂質粘土粒子少量，焼土粒子
　　　　　　　　微量

３　暗 褐 色　ロームブロック・焼土ブロック少量
４　黒 褐 色　ロームブロック少量，焼土ブロック微量
５　にぶい黄色　ロームブロック中量
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第 33 図　第 43 号住居跡出土遺物実測図（2）
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第 34 図　第 43 号住居跡出土遺物実測図（3）

第 43 号住居跡出土遺物観察表（第 32 ～ 34 図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎　土 色調 焼成 文　様　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

4 土師器 坏 13.0 6.1 － 長石・石英・赤色
粒子・黒色粒子 明赤褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　外面ヘラ削り　内

面横ナデ 床面 95%  PL8

5 土師器 坏 13.6 5.2 － 長石・石英・雲母 赤褐 普通 口縁部外面横ナデ　外面ヘラ削り　内面ヘ
ラナデ 覆土上層 95%  PL8

6 土師器 坏 13.8 5.4 3.0 長石・石英 にぶい橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　外面ヘラ削り　内
面ヘラ磨き 床面 90%  PL8

7 土師器 坏 12.8 6.7 － 長石・雲母・赤色
粒子 明赤褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　外面ヘラ削り　 覆土上層 80%  PL8

8 土師器 坏 14.1 5.8 － 長石・石英 にぶい黄褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　外面ヘラ削り　内
面横ナデ 覆土下層 80%  PL8

9 土師器 坏 14.6 5.6 2.8 長石・石英 赤褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　外面ヘラ削り　内
面横ナデ 床面 70%  PL8

10 土師器 椀 10.5 6.1 5.8 長石・石英・赤色
粒子 橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　外面指頭痕輪積み

痕明瞭　内面ヘラナデ 床面 60%  PL8

11 須恵器 坏蓋 ［12.0］（3.9） － 長石・黒色粒子・
小礫 灰 良 天井部回転ヘラ削り 床面 25%  PL8

12 土師器 壺 10.9 15.1 － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　頸部縦位・体部横
位・体部下端斜位の磨き 床面 90%  PL8

13 土師器 甕 18.2 28.2 7.4 長石・石英・小礫 にぶい黄褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　胴部外面ヘラナデ 貯蔵穴 70%  PL7

14 土師器 甑 ［21.8］ 23.8 7.0 長石・石英・赤色
粒子 橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　胴部外面ヘラナデ 貯蔵穴 60%  PL7

番号 種別 径 厚さ 孔径 重量 材質／胎土 特　　　徴 出土位置 備　考

DP １ 球状土錘 3.2 3.1 0.9 29.6 長石・石英・赤色粒子 表面ナデ調整　一方向からの穿孔　１か所未穿孔 床面 PL10

DP ２ 球状土錘 3.4 2.8 0.7 27.8 長石・石英・赤色粒子 表面ナデ調整　一方向からの穿孔　 覆土下層 PL10

DP ３ 球状土錘 3.1 2.8 0.7 25.7 長石・石英 表面ナデ調整　一方向からの穿孔　 壁溝 PL10

番号 種別 径 厚さ 孔径 重量 材　質 特　　　徴 出土位置 備　考

Ｑ ２ 臼玉 0.50 0.27 0.17 0.09 滑石 全面研磨　一方向からの穿孔 覆土下層 PL10

Ｑ ３ 臼玉 0.51 0.28 0.18 0.11 滑石 全面研磨　一方向からの穿孔 覆土下層 PL10

Ｑ ４ 臼玉 0.47 0.25 0.18 0.08 滑石 全面研磨　一方向からの穿孔 覆土下層 PL10

Ｑ ５ 臼玉 0.47 0.31 0.18 0.08 滑石 全面研磨　一方向からの穿孔 覆土下層 PL10

Ｑ ６ 臼玉 0.51 0.42 0.17 0.16 滑石 全面研磨　一方向からの穿孔 覆土下層 PL10

Ｑ ７ 臼玉 0.50 0.29 0.18 0.11 滑石 全面研磨　一方向からの穿孔 覆土下層 PL10

Ｑ ８ 臼玉 0.50 0.28 0.18 0.10 滑石 全面研磨　一方向からの穿孔 覆土下層 PL10

Ｑ ９ 臼玉 0.48 0.29 0.19 0.10 滑石 全面研磨　一方向からの穿孔 覆土下層 PL10

Ｑ 10 臼玉 0.48 0.21 0.17 0.09 滑石 全面研磨　一方向からの穿孔 覆土下層 PL10

Ｑ 11 臼玉 0.49 0.18 0.17 0.07 滑石 全面研磨　一方向からの穿孔 覆土下層 PL10

Ｑ 12 臼玉 0.50 0.35 0.18 0.13 滑石 全面研磨　一方向からの穿孔 覆土下層 PL10

Ｑ 13 臼玉 0.50 0.46 0.15 0.18 滑石 全面研磨　一方向からの穿孔 覆土下層 PL10
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　（2）  土坑

第 615 号土坑（第 35 図）

位置　調査区北東部のＦ８c3 区で，標高 24.8 ｍの台地縁辺部に位置している。

規模と形状　長径 1.74 ｍ，短径 1.43 ｍの楕円形で，長径方向はＮ－ 17 ﾟ－Ｗである。深さは 15㎝で，底面は

ほぼ平坦で，部分的に皿状にくぼんでいる。壁は底面から中位まで外傾し，中位から上位は緩やかに立ち上

がっている。

覆土　４層に分層できる。レンズ状の堆積状況から自然堆積である。

土層解説
１　黒 褐 色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
２　暗 褐 色　炭化物・ローム粒子少量，焼土粒子微量
３　にぶい黄褐色　ロームブロック中量，炭化粒子少量，焼土ブロッ
　　　　　　　　ク微量

４　灰 黄 褐 色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片 24 点（坏５，高坏１，甕 18）のほか，縄文土器片７点（深鉢）が，覆土中から出土

している。22 は北部の覆土中層から出土している。

所見　時期は，出土土器片から４世紀前葉と推測できるが，性格は不明である。

第 35 図　第 615 号土坑・出土遺物実測図

第 615 号土坑出土遺物観察表（第 35 図）

番号 種別 径 厚さ 孔径 重量 材　質 特　　　徴 出土位置 備　考

Ｑ 14 臼玉 0.51 0.32 0.16 0.13 滑石 全面研磨　一方向からの穿孔 覆土下層 PL10

Ｑ 15 臼玉 0.46 0.37 0.17 （0.09） 滑石 全面研磨　一方向からの穿孔 覆土下層 PL10

Ｑ 16 臼玉 0.46 0.30 0.15 （0.10） 滑石 全面研磨　一方向からの穿孔 覆土下層 PL10

Ｑ 17 臼玉 0.46 0.22 0.17 （0.07） 滑石 全面研磨　一方向からの穿孔 覆土下層 PL10

Ｑ 18 臼玉 0.52 0.26 0.17 0.12 滑石 全面研磨　一方向からの穿孔 覆土下層 PL10

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎　土 色調 焼成 文　様　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

22 土師器 甕 ［14.6］（2.9） － 長石・石英・赤色
粒子 にぶい黄褐 普通 口縁部外面縦位のハケ目後ナデ　内面横位の

ハケ目後ナデ 覆土中層 5%
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４　平安時代の遺構と遺物

     今回の調査で確認した当時代の遺構は，竪穴住居跡１軒，土坑７基である。以下，それぞれの遺構の特徴

　と出土した遺物について記述する。

　（1）  竪穴住居跡

第 45 号住居跡（第 36 ～ 38 図）

位置　調査区東部のＦ７g9 区，標高 24.6 ｍの台地縁辺部に位置している。

重複関係　第 780 号土坑・第１号ピット群を掘り込み，第 756 号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　北西部は，削平を受けているために北側・西側の壁が確認できない。確認できた南北軸は 3.92m

で，東西軸は 3.44 ｍである。主軸方向はＮ－ 94 ﾟ－Ｅである。壁高は５～ 20㎝で，外傾して立ち上がっている。

床　確認できた範囲はほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

ピット　５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ 22 ～ 44㎝で，主柱穴と考えられる。Ｐ５は深さ 19㎝で，西壁際の中央部

に位置していることから，出入り口施設に関連するピットと考えられる。なお，床下の南壁際からＰ６，北東

コーナー部からＰ７が確認できたが，性格は不明である。

第 36 図　第 45 号住居跡実測図（1）
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ピット土層解説
１　暗 褐 色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
２　暗 褐 色　ローム粒子・焼土粒子微量

３　褐 色　ローム粒子中量

竈　東壁のほぼ中央部に位置し，煙道部は壁外へ 50㎝掘り込んでいる。袖部は地山を掘り残し，上部にロー

ムブロックを含む黒褐色土を積み上げて構築されている。第 10 ～ 12 層が袖部の構築土である。規模は焚口部

から煙道部まで 104㎝，燃焼部幅 36㎝である。火床面は，燃焼部のほぼ中央に位置し，床面と同じ高さで，火

熱を受けて赤変硬化している。第 15 ～ 19 層は掘方への埋土である。

竈土層解説
１　にぶい褐色　焼土粒子中量，ロームブロック・砂質粘土ブロ
　　　　　　　　ック少量，炭化粒子微量
２　黒 褐 色　ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子　
　　　　　　　　微量
３　灰 褐 色　砂質粘土ブロック・焼土粒子中量，ロームブロ　
　　　　　　　　ック微量
４　灰 褐 色　焼土ブロック中量，ロームブロック・砂質粘土　
　　　　　　　　ブロック・炭化物少量
５　灰 黄 褐 色　焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量
６　にぶい赤褐色　焼土ブロック中量，ローム粒子・砂質粘土粒子　
　　　　　　　　少量，炭化物微量
７　黒 褐 色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量
８　にぶい赤褐色　ロームブロック・焼土ブロック中量，炭化物・　
　　　　　　　　砂質粘土粒子少量
９　暗 褐 色　砂質粘土ブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量

10　にぶい黄褐色　ロームブロック・砂質粘土ブロック中量，焼土　
　　　　　　　　ブロック微量
11　にぶい褐色　砂質粘土ブロック多量，ロームブロック・焼土　
　　　　　　　　ブロック少量
12　黒 褐 色　粘土ブロック多量，ロームブロック少量，焼土　
　　　　　　　　ブロック・炭化粒子微量
13　明 赤 褐 色　焼土ブロック極多量
14　暗 赤 褐 色　焼土ブロック ･ 炭化物中量 , ロームブロック少量
15　暗 褐 色　ロームブロック中量，焼土ブロック少量，炭化　
　　　　　　　　粒子微量
16　黒 褐 色　ロームブロック少量
17　灰 黄 褐 色　ロームブロック中量
18　黒 褐 色　ロームブロック・焼土ブロック少量
19　にぶい黄褐色　ロームブロック中量

第 37 図　第 45 号住居跡実測図（2）
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覆土　３層に分層できる。第４～ 13 層は貼床の構築土である。レンズ状の堆積状況から自然堆積である。

土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子
　　　　　　　　微量
２　極 暗 褐 色　焼土ブロック少量，炭化粒子微量
３　灰 黄 褐 色　ロームブロック中量
４　オリーブ褐色　ロームブロック極多量
５　褐 色　ロームブロック多量
６　褐 灰 色　ローム粒子中量
７　にぶい黄褐色　ロームブロック多量

８　灰 褐 色　ロームブロック ･ 焼土ブロック少量 , 炭化物微量
９　暗 褐 色　ロームブロック少量，炭化物微量，焼土ブロッ　
　　　　　　　　ク極微量
10　暗 褐 色　ロームブロック中量 , 焼土ブロック ･ 炭化物微量
11　灰 黄 褐 色　ローム粒子多量
12　暗 褐 色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
13　暗 褐 色　ローム粒子・炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片 155 点（坏 76，小皿１，甕 78），土製品５点（球状土錘１，土玉４）のほか，縄文土

器片 31 点（深鉢），石器１点（剥片），須恵器片１点（甕）が，覆土中から出土している。15・TP ９・DP ６

～ DP ８は貼床の構築土下層，DP ５は貼床の構築土上層，16・DP ４は南東コーナー部の覆土中層から出土し

ている。17 は覆土中から出土している。

所見　時期は，出土土器から 11 世紀前葉である。

第 38 図　第 45 号住居跡出土遺物実測図

第 45 号住居跡出土遺物観察表（第 38 図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎　土 色調 焼成 文　様　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

15 土師器 坏 11.6 3.6 5.1 長石・石英・赤色
粒子 浅黄橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部下端手持ちヘラ

削り　底部回転糸切り
貼床構築土

下層 85%  PL8

16 土師器 坏 ［12.8］ 3.7 ［6.4］ 長石・石英 橙 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部不定方向手持
ちヘラ削り 覆土中層 30%

17 土師器 小皿 ［8.4］ 1.8 ［4.8］ 長石・石英・雲母・
赤色粒子 橙 普通 外・内面ナデ　底部回転糸切り 覆土中 20%
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（2）  土坑

第 738 号土坑（第 39 図）

位置　調査区南部のＦ７h7 区で，標高 24.4 ｍの台地緩斜面部に位置している。

規模と形状　長径 1.26 ｍ，短径 1.24 ｍの円形である。深さ

は 25㎝で，底面は平坦である。壁は外傾して立ち上がって

いる。

覆土　２層に分層できる。各層にロームブロックを含んでい

ることから埋め戻されている。

土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量
２　暗 褐 色　ロームブロック中量，焼土ブロック微量

遺物出土状況　土師器片 13 点（甕 12，高台付坏１）のほか，

縄文土器片３点（深鉢）が，覆土中から出土している。これ

らは，細片のため図示できない。

所見　時期は，出土土器片の様相から 10 世紀前半と推測で

きるが，性格は不明である。

第 39 図　第 738 号土坑実測図

第 745 号土坑（第 40 図）
位置　調査区南部のＦ７g6 区で，標高 23.7 ｍの台地緩斜面部に位置している。

第 40 図　第 745 号土坑・出土遺物実測図

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎　土 色調 焼成 文　様　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

TP9 須恵器 甕 － （9.1） － 長石・石英・赤色粒子 灰 普通 外面斜位の平行叩き　内面同心円状の当て具痕 貼床構築土
下層 PL8

番号 種別 径 厚さ 孔径 重量 材質／胎土 特　　　徴 出土位置 備　考

DP4 球状土錘 2.6 2.2 0.5 14.4 長石・石英・黒色粒子 表面ナデ調整　一方向からの穿孔　 覆土中層 PL10

DP5 土玉 1.7 1.5 0.5 4.4 石英 表面ナデ調整　一方向からの穿孔　 貼床構築土
上層 PL10

DP6 土玉 1.9 1.6 0.5 5.0 長石・石英 表面ナデ調整　一方向からの穿孔　 貼床構築土
下層 PL10

DP7 土玉 1.8 1.4 0.5 4.2 石英 表面ナデ調整　一方向からの穿孔　 貼床構築土
下層 PL10

DP8 土玉 1.8 1.4 0.5 3.8 長石・石英 表面ナデ調整　一方向からの穿孔　 貼床構築土
下層 PL10
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規模と形状　長径 0.65 ｍ，短径 0.57 ｍの楕円形で，長径方向はＮ－ 49 ﾟ－Ｅである。深さは 35㎝で，底面は

ほぼ平坦である。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　３層に分層できる。各層にロームブロックを含んでいることから埋め戻されている。

土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
２　褐 灰 色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子
　　　　　　　　微量

３　灰 黄 褐 色　ロームブロック中量，焼土粒子極微量

遺物出土状況　土製品１点（紡錘車）が，覆土中から出土している。DP ９は，覆土下層から出土しており，

須恵器の坏底部を紡錘車に転用したものである。

所見　時期は，遺構の形状や出土遺物から９世紀中葉と推測できるが，性格は不明である。

第 745 号土坑出土遺物観察表（第 40 図）

第 746 号土坑（第 41 図）

位置　調査区南部のＦ７g6 区で，標高 23.4 ｍの台地緩斜面部に位置している。

重複関係　第 749 号土坑を掘り込んでいる。

第 41 図　第 746・749 号土坑・第 746 号土坑出土遺物実測図

番号 種別 径 厚さ 孔径 重量 材質／胎土 特　　　徴 出土位置 備　考

DP ９ 紡錘車 6.8 1.0 1.2 47.6 長石・石英 須恵器坏底部転用 覆土下層 PL10
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規模と形状　長径 1.70 ｍ，短径 1.40 ｍの楕円形で，長径方向はＮ－ 15 ﾟ－Ｗである。深さは 46㎝で，底面は

平坦である。壁は外傾して立ち上がっているが，東壁だけ底面から中位まで外傾し，中位から上位は内傾して

立ち上がっている。

覆土　３層に分層できる。レンズ状の堆積状況から自然堆積である。

土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック・砂質土ブロック中量
２　黒 灰 色　ロームブロック・焼土ブロック・砂質土ブロッ
　　　　　　　　ク少量，炭化粒子微量

３　暗 褐 色　ロームブロック少量，焼土ブロック・砂質土ブ　
　　　　　　　　ロック・炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片 72 点（坏 14，高台付坏４，甕 54）, 須恵器片６点（坏４，甑２）のほか，縄文土器

片 11 点（深鉢）が，覆土中から出土している。TP19 は覆土上層および下層，23 は覆土上層から出土している。

所見　時期は，出土土器片から 10 世紀前葉と推測できるが，性格は不明である。

第 746 号土坑出土遺物観察表（第 41 図）

第 749 号土坑（第 41 図）

位置　調査区南部のＦ７g6 区で，標高 23.8 ｍの台地緩斜面部に位置している。

重複関係　第 746 号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長径 1.40 ｍ，短径 1.30 ｍの円形である。深さは 69㎝で，底面はほぼ平坦である。壁は底面から

中位まで外傾し，中位から上位は内傾して立ち上がっている。

覆土　４層に分層できる。ロームブロックを含む層が多いことから埋め戻されている。

土層解説
１　灰 褐 色　ロームブロック・焼土ブロック・砂質土ブロッ
　　　　　　　　ク少量，炭化粒子微量
２　暗 褐 色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

３　黒 褐 色　ロームブロック少量，砂質土ブロック・焼土粒　
　　　　　　　　子・炭化粒子微量
４　褐 灰 色　砂質土ブロック中量

遺物出土状況　土師器片 18 点（坏４，甕 12，甑２）, 須恵器片３点（坏２，甕１）のほか，縄文土器片５点（深

鉢）が，覆土中から出土している。これらは，細片のため図示できない。

所見　時期は，重複関係や出土土器片の様相から 10 世紀前葉と推測できるが，性格は不明である。

第 775 号土坑（第 42 図）

位置　調査区南部のＦ７g5 区で，標高 23.8 ｍの台地緩斜面部に位置している。

規模と形状　長径 1.10 ｍ，短径 1.03 ｍの円形である。深さは 53㎝で，底面はほぼ平坦である。壁は内傾して

立ち上がっている。

覆土　３層に分層できる。各層にロームブロックを含んでいることから埋め戻されている。

土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
２　黒 褐 色　ロームブロック少量，焼土ブロック微量

３　にぶい黄褐色　ロームブロック・粘土ブロック中量

遺物出土状況　土師器片６点（甕）のほか，縄文土器片６点（深鉢）が，覆土中から出土している。これらは，

細片のため図示できない。

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎　土 色調 焼成 文　様　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

23 須恵器 甑 － （1.5）［13.6］長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい黄橙 普通 底部不定方向のヘラ削り 覆土上層 5%

TP19 須恵器 甑 － （12.2） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい黄褐 普通 外面格子目の叩き 覆土下層
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所見　時期は，遺構の形状や出土土器片の様相から 10 世紀前葉と推測できるが，性格は不明である。

第 42 図　第 775 号土坑実測図

第 777 号土坑（第 43 図）

位置　調査区南部のＦ７g6 区で，標高 23.5 ｍの台地緩斜面部に位置している。

重複関係　第 781 号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　長径 1.20 ｍ，短径 1.11 ｍの円形である。深さは 33㎝で，底面はほぼ平坦である。壁は外傾して

立ち上がっている。

覆土　４層に分層できる。不規則な堆積状況から埋め戻されている。

土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック微量，焼土粒子極微量
２　黒 褐 色　焼土粒子微量，ローム粒子・炭化粒子極微量

３　黒 褐 色　ローム粒子極微量
４　暗 褐 色　ローム粒子少量

遺物出土状況　縄文土器片１点（深鉢）が，覆土中から出土している。

所見　時期は，重複関係や遺構の形状から 10 世紀前葉と推測できるが，性格は不明である。

第 43 図　第 777・781 号土坑実測図

第 781 号土坑（第 43 図）

位置　調査区南部のＦ７g6 区で，標高 23.7 ｍの台地緩斜面部に位置している。

重複関係　第 777 号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長径 1.39 ｍ，短径 1.33 ｍの円形である。深さは 62㎝で，底面はほぼ平坦である。東西の壁は外

傾して立ち上がっており，南北の壁は底面から中位まで外傾し，中位から上位は内傾して立ち上がっている。
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覆土　３層に分層できる。レンズ状の堆積状況から自然堆積である。

土層解説
１　褐 色　ロームブロック中量
２　暗 褐 色　ロームブロック微量

３　暗 褐 色　ローム粒子極微量

遺物出土状況　土師器片３点（高台付坏１，甕２）のほか，縄文土器片８点（深鉢）が，覆土中から出土して

いる。これらは，細片のため図示できない。

所見　時期は，出土土器片や遺構の形状から 10 世紀前葉と推測できるが，性格は不明である。

表 6　平安時代土坑一覧表

５　中世の遺構と遺物

      今回の調査で確認した当時代の遺構は, 溝跡１条である。以下, 遺構の特徴と出土した遺物について記述する。

　溝跡

第７号溝跡（第 44 図）

位置　調査区北東部のＦ８c6 ～Ｆ８d6 区で，標高 25.4 ｍの台地平坦部に位置している。

第 44 図　第 7 号溝跡実測図

番号 位置 平面形 長径方向
長軸方向

規　　　模
壁面 底面 覆土 主な出土遺物

備　　考 
重複関係 

（古→新）
長径×短径（ｍ）
長軸×短軸（ｍ）

深さ
（㎝）

738 Ｆ７h7 円形 － 1.26 × 1.24 25 外傾 平坦 人為 土師器

745 Ｆ７g6 楕円形 Ｎ－ 49 ﾟ－Ｅ 0.65 × 0.57 35 外傾 平坦 人為 土製品

746 Ｆ７g6 楕円形 Ｎ－ 15 ﾟ－Ｗ 1.70 × 1.40 46 外傾・内傾 平坦 自然 土師器・須恵器 SK749 →本跡　

749 Ｆ７g6 円形 － 1.40 × 1.30 69 内傾 平坦 人為 土師器・須恵器 本跡→ SK746

775 Ｆ７g5 円形 － 1.10 × 1.03 53 内傾 平坦 人為 土師器

777 Ｆ７g6 円形 － 1.20 × 1.11 33 外傾 平坦 人為 － SK781 →本跡

781 Ｆ７g6 円形 － 1.39 × 1.33 62 外傾・内傾 平坦 自然 土師器 本跡→ SK777
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規模と形状　Ｆ８d6 区の調査区域外から北方向（Ｎ－ 13 ﾟ－Ｗ）へほぼ直線的に 1.34 ｍ延び，Ｆ８d5 区で屈

曲して北東方向（Ｎ－ 36 ﾟ－Ｅ）へ直線的に 3.13 ｍ延び , Ｆ８c6 区で調査区域外に至っている。確認された

長さは 4.47 ｍで，上幅 1.26 ～ 1.67 ｍ，下幅 0.38 ～ 0.74 ｍで，深さは 24 ～ 35㎝である。断面形はＵ字状で，

底面の標高は北東部が最も高く，南部へ行くに従って低くなっている。北東端部との比高は 12㎝である。

覆土　２層に分層できる。レンズ状の堆積状況から自然堆積である。

土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック ･ 焼土粒子少量 , 炭化粒子極微量 ２　暗 灰 黄 色　ロームブロック・焼土粒子少量

遺物出土状況  土師質土器片２点（小皿，内耳鍋）のほか，縄文土器片 25 点（深鉢）が覆土中から出土している。

これらは，細片のため図示できない。

所見　時期は，出土土器片の様相から中世後半と考えられる。性格は不明である。

６　その他の遺構と遺物

　　遺物が出土していないことなどから時期を決定できない遺構として，竪穴住居跡１軒，溝跡３条，土坑

　91 基，埋没谷１か所が存在する。以下，これらの遺構のうち特徴的なものについては文章で記述し，それ

　以外の遺構については実測図と一覧表を掲載する。

　（1） 竪穴住居跡

第 50 号住居跡（第４5 図）

位置　調査区東部のＦ８f3 区，標高 25.1 ｍの台地縁辺部に位置している。

重複関係　第 49 号住居跡を掘り込んでいる。第 675 号土坑とも重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と形状　南側が調査区域外に延びているため，東西軸は 3.06 ｍで，南北軸は 2.20 ｍしか確認できなかった。

方形ないし長方形と推測できる。壁高は５～ 30㎝で，外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，明瞭な硬化面は確認できない。壁溝が東壁下に確認できた。

ピット　Ｐ１は深さ 22㎝で，性格は不明である。

第 45 図　第 50 号住居跡実測図
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ピット土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック中量
２　褐 灰 色　ロームブロック少量

３　灰 黄 褐 色　ロームブロック中量

覆土　２層に分層できる。第３層は貼床の構築土である。レンズ状の堆積状況から自然堆積である。

土層解説
１　褐 灰 色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量
２　黒 褐 色　ローム粒子 ･ 炭化粒子微量 , 焼土ブロック極微量

３　にぶい黄褐色　ロームブロック多量

遺物出土状況　土師器片２点（甕）のほか，縄文土器片 11 点（深鉢）が，覆土中から出土している。これらは，

細片のため図示できない。

所見　時期は，全容が明らかでなく，出土土器が細片のため不明である。

   （2）  溝跡（第４・46 図）

　　  今回の調査で時期不明の溝跡３条が確認されている。いずれも伴う遺物の出土がなく，性格も不明であ 

　　る。ここでは土層断面図を掲載し，平面図は遺構配置図に示す。

第 46 図　その他の溝跡実測図

第８号溝跡土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック ･ 焼土ブロック・炭化粒子微量
２　にぶい黄褐色　ロームブロック中量
３　褐 色　ロームブロック多量

第９号溝跡土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子　
　　　　　　　　微量

第 10 号溝跡土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック ･ 焼土ブロック少量 , 炭化物微量
２　暗オリーブ褐色　ロームブロック中量，砂粒少量，焼土粒子微量
３　黒 褐 色　ロームブロック・焼土ブロック極微量
４　オリーブ黒色　ロームブロック・焼土ブロック極微量
５　黄 灰 色　砂粒少量，焼土粒子極微量
６　暗 灰 黄 色　砂粒少量，焼土ブロック微量
７　オリーブ褐色　砂粒中量，炭化物微量
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表 7　時期不明溝跡一覧表

番号 位置 走行方向 形状 断面形
規　　　模

壁面 底面 覆土 主な出土遺物
備　　考 
重複関係 

（古→新）長さ（ｍ）上幅（ｍ）下幅（ｍ）深さ（㎝）

8 Ｆ８a4～Ｆ８e3 Ｎ－ 18 ﾟ－Ｅ 直線状 浅いＵ字状 （15.58） 2.13 ～　
　　3.86

0.30 ～　
　　1.73 37 ～ 62 緩斜 皿状 自然 縄文土器・土師器・須恵器・

土製品
SI42・SK607・
608 →本跡

9 Ｆ８a4～Ｆ８b3 Ｎ－ 40 ﾟ－Ｅ 直線状 浅いＵ字状 （3.06） 0.65 ～　
　　0.98

0.51 ～　
　　0.74 11 緩斜 平坦 人為 －

10 Ｆ６f9～Ｆ６i0 Ｎ－ 45 ﾟ－W 緩曲線状 逆台形 （14.49） 1.43 ～　
　　2.80

0.53 ～　
　　1.15 50 ～ 118 緩斜 平坦 人為 縄文土器・土師器・土師

質土器・土製品・石製品

   （3）  土坑（第 47 ～ 52 図）

　　　今回の調査で，時期・性格ともに不明の土坑 91 基が確認されている。以下，これらの土坑について実

　　測図と一覧表を掲載する。

第 47 図　その他の土坑実測図（1）
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第 48 図　その他の土坑実測図（2）
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第 49 図　その他の土坑実測図（3）
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第 50 図　その他の土坑実測図（4）
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第 51 図　その他の土坑実測図（5）
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第 52 図　その他の土坑実測図（6）
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第 600 号土坑土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量
２　にぶい黄褐色　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子微量

第 601 号土坑土層解説
１　赤 褐 色　焼土ブロック多量，ロームブロック少量
２　黒 褐 色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

第 602 号土坑土層解説
１　にぶい赤褐色　焼土ブロック中量

第 603 号土坑土層解説
１　にぶい赤褐色　焼土ブロック中量，ロームブロック少量
２　灰 褐 色　ロームブロック中量

第 604 号土坑土層解説
１　灰 黄 褐 色　ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量

第 605 号土坑土層解説
１　暗 褐 色　ローム粒子・焼土粒子極微量
２　暗 褐 色　ローム粒子微量
３　褐 色　ローム粒子極微量
４　にぶい黄褐色　ローム粒子少量
５　褐 色　ローム粒子少量

第 610 号土坑土層解説
１　暗 褐 色　ローム粒子微量，焼土粒子極微量        
２　褐 色　ローム粒子少量，焼土粒子極微量
３　にぶい黄褐色　ローム粒子少量
４　褐 色　ローム粒子中量
５　暗 褐 色　ローム粒子微量

第 612 号土坑土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

第 617 号土坑土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック少量，焼土粒子微量
２　灰 黄 褐 色　ロームブロック中量

第 618 号土坑土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
２　褐 灰 色　ロームブロック少量，焼土粒子微量
３　にぶい黄褐色　ロームブロック中量

第 620 号土坑土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック少量
２　灰 黄 褐 色　ロームブロック中量
３　にぶい黄褐色　ロームブロック中量

第 622 号土坑土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量
２　灰 黄 褐 色　ロームブロック中量，炭化粒子微量

第 623 号土坑土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量
２　暗 褐 色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
３　灰 黄 褐 色　ロームブロック中量

第 625 号土坑土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
２　灰 黄 褐 色　ロームブロック中量
３　にぶい黄褐色　ロームブロック中量

第 626 号土坑土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

第 628 号土坑土層解説
１　暗 灰 黄 色　ローム粒子・焼土粒子少量
２　褐 色　ロームブロック中量

第 639 号土坑土層解説
１　暗 褐 色　ローム粒子微量，焼土粒子極微量
２　褐 色　ローム粒子中量
３　褐 色　ローム粒子少量

第 643 号土坑土層解説
１　暗 褐 色　ローム粒子微量，焼土粒子極微量
２　褐 色　ローム粒子少量

第 644 号土坑土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
２　暗 褐 色　ロームブロック少量，焼土粒子微量
３　暗 灰 黄 色　ロームブロック中量，焼土ブロック微量

第 648 号土坑土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
２　黒 褐 色　ロームブロック少量，焼土ブロック微量
３　にぶい黄褐色　ロームブロック中量

第 651 号土坑土層解説
１　黒 褐 色　ローム粒子・炭化粒子極微量
２　褐 色　ローム粒子中量

第 653 号土坑土層解説
１　褐 色　ローム粒子中量

第 654 号土坑土層解説
１　褐 灰 色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２　灰 褐 色　ロームブロック少量
３　灰 黄 褐 色　ロームブロック中量

第 655 号土坑土層解説
１　褐 灰 色　ロームブロック微量
２　灰 褐 色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
３　灰 黄 褐 色　ロームブロック中量

第 656 号土坑土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック極微量
２　黒 褐 色　ローム粒子極微量

第 657 号土坑土層解説
１　黒 褐 色　焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子極微量
２　暗 褐 色　ローム粒子微量，焼土粒子極微量
３　黒 褐 色　焼土粒子微量，ローム粒子・炭化粒子極微量

第 659 号土坑土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック・焼土粒子極微量
２　灰 黄 褐 色　ロームブロック中量，焼土ブロック微量

第 660 号土坑土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック・焼土粒子微量
２　にぶい黄褐色　ロームブロック中量，焼土ブロック極微量

第 661 号土坑土層解説
１　黒 褐 色　ローム粒子・焼土粒子極微量
２　暗 褐 色　ローム粒子微量

第 662 号土坑土層解説
１　黒 褐 色　ローム粒子・焼土粒子極微量
２　暗 褐 色　ローム粒子微量

第 663 号土坑土層解説
１　黒 褐 色　焼土ブロック・ローム粒子微量
２　灰 黄 褐 色　焼土ブロック・ローム粒子微量

第 664 号土坑土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック・焼土粒子微量
２　暗 褐 色　ロームブロック少量，焼土ブロック微量



－ 61 －

第 668 号土坑土層解説
１　暗 褐 色　ローム粒子微量，焼土ブロック・炭化粒子極微量
２　灰 黄 褐 色　ローム粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子微量

第 669 号土坑土層解説
１　黒 褐 色　焼土粒子微量，ローム粒子極微量
２　暗 褐 色　ローム粒子微量，焼土ブロック極微量
３　暗 褐 色　ローム粒子微量

第 670 号土坑土層解説
１　暗 褐 色　ローム粒子少量，焼土ブロック微量，炭化粒子　
　　　　　　　　極微量
２　褐 灰 色　ロームブロック少量，焼土粒子微量

第 672 号土坑土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
２　にぶい黄褐色　ロームブロック中量，炭化粒子微量

第 673 号土坑土層解説
１　灰 黄 褐 色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２　黒 褐 色　ロームブロック少量
３　にぶい黄褐色　ロームブロック中量

第 675 号土坑土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

第 676 号土坑土層解説
１　赤 褐 色　ロームブロック・炭化粒子少量，焼土ブロック微量
２　黒 褐 色　ロームブロック中量，焼土ブロック少量

第 679 号土坑土層解説
１　黒 褐 色　ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量
２　暗 褐 色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
３　灰 黄 褐 色　ロームブロック中量，炭化粒子微量

第 680 号土坑土層解説
１　褐 灰 色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量
２　暗 灰 黄 色　ロームブロック・白色粘土ブロック中量，焼土粒
　　　　　　　　子・炭化粒子微量
３　黄 灰 色　焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量
４　褐 灰 色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
５　暗 灰 黄 色　ローム粒子少量，白色粘土ブロック・焼土粒子微量
６　にぶい黄褐色　白色粘土ブロック少量，焼土粒子微量
７　褐 色　ロームブロック・白色粘土ブロック中量
８　黒 褐 色　ロームブロック・白色粘土ブロック少量
９　灰 黄 褐 色　白色粘土ブロック中量
10　褐 色　ロームブロック中量，暗褐色土ブロック少量，　
　　　　　　　　焼土粒子微量
11　にぶい黄褐色　ロームブロック中量，暗褐色土ブロック少量

第 682 号土坑土層解説
１　黒 褐 色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
２　褐 色　ロームブロック中量

第 683 号土坑土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック少量，焼土粒子微量
２　暗 灰 黄 色　ロームブロック中量
３　褐 色　ロームブロック中量

第 695 号土坑土層解説
１　褐 色　ローム粒子少量
２　褐 色　ローム粒子少量，粘土ブロック微量
３　暗 褐 色　ローム粒子微量

第 697 号土坑土層解説
１　灰 黄 褐 色　ロームブロック少量，炭化粒子微量，焼土粒子　
　　　　　　　　極微量
２　にぶい黄褐色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子極微量

第 698 号土坑土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック少量
２　灰 黄 褐 色　ロームブロック中量，焼土ブロック微量

第 704 号土坑土層解説
１　褐 灰 色　ローム粒子微量，焼土粒子極微量
２　暗 褐 色　ロームブロック・炭化粒子微量
３　灰 黄 褐 色　ローム粒子少量，焼土ブロック微量
４　にぶい黄褐色　焼土ブロック中量，ロームブロック少量
５　にぶい黄褐色　ロームブロック中量

第 705 号土坑土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
２　にぶい黄褐色　ロームブロック中量

第 711 号土坑土層解説
１　にぶい黄褐色　ロームブロック中量
２　褐 灰 色　ロームブロック中量

第 712 号土坑土層解説
１　褐 灰 色　ロームブロック中量

第 715 号土坑土層解説
１　暗 褐 色　ローム粒子微量
２　褐 色　ローム粒子少量

第 716 号土坑土層解説
１　褐 灰 色　ロームブロック中量
２　灰 黄 褐 色　ロームブロック中量

第 717 号土坑土層解説
１　暗 灰 黄 色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２　にぶい黄褐色　ロームブロック中量，焼土ブロック微量

第 718 号土坑土層解説
１　褐 灰 色　ロームブロック少量，焼土粒子微量
２　灰 黄 褐 色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
３　にぶい黄褐色　ロームブロック中量，焼土粒子微量

第 729 号土坑土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック少量，焼土ブロック微量
２　褐 灰 色　ロームブロック少量
３　灰 黄 褐 色　ロームブロック中量

第 730 号土坑土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２　暗 灰 黄 色　ロームブロック少量，炭化物微量

第 735 号土坑土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック・炭化物少量，焼土ブロック微量

第 736 号土坑土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック・焼土粒子微量
２　褐 灰 色　ロームブロック中量
３　灰 黄 褐 色　ロームブロック多量
４　灰 黄 褐 色　ロームブロック多量（３層より明）

第 737 号土坑土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック微量，焼土粒子・炭化粒子極微量
２　灰 黄 褐 色　ロームブロック少量

第 739 号土坑土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック少量

第 740 号土坑土層解説
１　黒 褐 色　炭化物中量，ロームブロック・焼土ブロック少量
２　にぶい黄褐色　ロームブロック中量，炭化物少量
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第 741 号土坑土層解説
１　暗 灰 黄 色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

第 742 号土坑土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
２　灰 黄 褐 色　ロームブロック中量，炭化粒子微量

第 743 号土坑土層解説
１　暗 褐 色　炭化粒子微量，焼土ブロック・ローム粒子極微量
２　黒 褐 色　ローム粒子微量
３　暗 褐 色　ローム粒子少量

第 744 号土坑土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子極微量
２　褐 灰 色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子極微量
３　にぶい黄褐色　ロームブロック多量，焼土粒子極微量

第 750 号土坑土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２　黒 褐 色　焼土ブロック・ローム粒子微量

第 751 号土坑土層解説
１　褐 色　ローム粒子中量，焼土粒子極微量

第 752 号土坑土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量

第 756 号土坑土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量
２　暗 褐 色　ロームブロック中量，炭化物・焼土粒子微量

第 758 号土坑土層解説
１　黒 褐 色　ローム粒子・焼土粒子極微量
２　暗 褐 色　ロームブロック極微量

第 759 号土坑土層解説
１　褐 灰 色　ロームブロック少量
２　灰 黄 褐 色　ロームブロック中量

第 760 号土坑土層解説
１　黒 褐 色　焼土粒子微量，粘土粒子極微量
２　にぶい黄褐色　粘土粒子中量，焼土粒子極微量

第 761 号土坑土層解説
１　褐 色　ローム粒子少量
２　暗 褐 色　ローム粒子微量

第 762 号土坑土層解説
１　暗 褐 色　ローム粒子微量
２　暗 褐 色　ローム粒子少量

第 763 号土坑土層解説
１　灰 黄 褐 色　ロームブロック中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
２　暗 褐 色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３　暗 褐 色　ロームブロック少量
４　にぶい黄褐色　ロームブロック中量

第 764 号土坑土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
２　褐 灰 色　ロームブロック中量

第 765 号土坑土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
２　褐 灰 色　ロームブロック中量

第 766 号土坑土層解説
１　暗 褐 色　ローム粒子微量

第 767 号土坑土層解説
１　暗 褐 色　ローム粒子微量
２　褐 色　ローム粒子少量
３　暗 褐 色　ローム粒子少量

第 768 号土坑土層解説
１　暗 褐 色　ローム粒子微量
２　暗 褐 色　ローム粒子少量

第 769 号土坑土層解説
１　暗 褐 色　ローム粒子微量
２　褐 色　ローム粒子少量

第 770 号土坑土層解説
１　黒 褐 色　ローム粒子極微量
２　暗 褐 色　ローム粒子微量
３　褐 色　ローム粒子少量
４　褐 色　ロームブロック少量

第 771 号土坑土層解説
１　暗 褐 色　ローム粒子微量
２　褐 色　ローム粒子少量

第 774 号土坑土層解説
１　灰 黄 褐 色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子　
　　　　　　　　極微量
２　褐 灰 色　ローム粒子少量
３　にぶい黄褐色　ロームブロック中量

第 779 号土坑土層解説
１　黒 褐 色　焼土粒子微量，ローム粒子極微量
２　黒 褐 色　ローム粒子極微量
３　にぶい黄褐色　ロームブロック中量

第 780 号土坑土層解説
１　灰 黄 褐 色　ロームブロック多量
２　にぶい黄褐色　ローム粒子多量
３　褐 灰 色　ロームブロック少量
４　褐 色　ロームブロック中量

第 782 号土坑土層解説
１　灰 黄 褐 色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２　にぶい黄褐色　ロームブロック中量，炭化物・焼土粒子微量
３　褐 色　ロームブロック・焼土粒子中量

第 785 号土坑土層解説
１　にぶい黄褐色　焼土粒子中量
２　灰 黄 褐 色　ロームブロック中量

第 786 号土坑土層解説
１　灰 黄 褐 色　ローム粒子中量，焼土ブロック微量
２　褐 色　ローム粒子多量
３　黒 褐 色　ロームブロック少量
４　暗 褐 色　ロームブロック中量
５　にぶい黄褐色　ロームブロック中量
６　にぶい黄褐色　ロームブロック・白色粘土ブロック中量

第 787 号土坑土層解説
１　黒 褐 色　焼土粒子中量，炭化粒子少量，ローム粒子極微量
２　暗 褐 色　焼土粒子少量，ローム粒子微量，炭化粒子極微量
３　暗 褐 色　焼土粒子少量，炭化粒子微量，ローム粒子極微量
４　褐 色　ローム粒子少量
５　褐 色　ローム粒子中量
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表 8　その他の土坑一覧表

番号 位置 平面形 長径方向
長軸方向

規　　　模
壁面 底面 覆土 主な出土遺物

備　　考 
重複関係 

（古→新）
長径×短径（ｍ）
長軸×短軸（ｍ）深さ（㎝）

600 Ｆ８c5 円形 － 0.62 × 0.60 16 緩斜 平坦 自然 縄文土器

601 Ｆ８c4 楕円形 Ｎ－ 89 ﾟ－Ｗ 1.31 × 1.13 14 緩斜 平坦 人為 縄文土器

602 Ｆ８d4 楕円形 Ｎ－ 12 ﾟ－Ｗ 0.70 × 0.60 ７ 緩斜 平坦 人為 －

603 Ｆ８d5 円形 － 0.69 × 0.68 13 緩斜 皿状 人為 －

604 Ｆ８d5 円形 － 0.53 × 0.50 12 緩斜 平坦 自然 －

605 Ｆ８d5 楕円形 Ｎ－ 80 ﾟ－Ｗ 0.86 × 0.76 44 外傾 平坦 人為 縄文土器 SI42 →本跡

610 Ｆ８a3 ［楕円形］Ｎ－ 50 ﾟ－Ｗ 1.76 ×（1.05） 40 緩斜・外傾 凹凸 自然 縄文土器

612 Ｆ８b3 楕円形 Ｎ－ 22 ﾟ－Ｅ 1.43 × 1.26 26 緩斜 皿状 人為 縄文土器

616 Ｆ８c3 円形 － 0.58 × 0.53 16 緩斜 平坦 － －

617 Ｆ８c2 楕円形 Ｎ－ 68 ﾟ－Ｗ 0.32 × 0.25 17 外傾 平坦 自然 縄文土器

618 Ｆ８c2 楕円形 Ｎ－ ３ﾟ－Ｅ 0.93 × 0.49 31 外傾 平坦 自然 縄文土器

620 Ｆ８c2 楕円形 Ｎ－ 28 ﾟ－Ｗ 0.37 × 0.32 46 外傾 皿状 人為 －

622 Ｆ８a2 円形 － 2.14 × 2.04 25 外傾 平坦 自然 縄文土器 本跡→ SK740・750

623 Ｅ８j2 円形 － 2.06 × 1.97 51 緩斜 平坦 自然 縄文土器・磨製石斧 SK753・754 →本跡

625 Ｆ８a2 楕円形 Ｎ－ ９ﾟ－Ｗ 0.60 × 0.47 31 外傾 平坦 人為 縄文土器

626 Ｆ８a1 円形 － 0.79 × 0.74 25 外傾 皿状 人為 縄文土器 FP３

628 Ｆ８a1 楕円形 Ｎ－ 43 ﾟ－Ｗ 1.17 × 0.90 21 外傾 平坦 人為 縄文土器

639 Ｆ７a0 円形 － 0.79 × 0.75 27 外傾 平坦 自然 縄文土器

643 Ｆ７a9 楕円形 Ｎ－ 56 ﾟ－Ｅ 1.18 × 0.98 42 外傾 平坦 自然 － SK742 →本跡

644 Ｆ７a0 楕円形 Ｎ－ 60 ﾟ－Ｅ 1.77 × 1.28 42 緩斜 平坦 自然 縄文土器 SK742 →本跡

648 Ｅ８ j1 ［楕円形］Ｎ－ 69 ﾟ－Ｗ 1.60 ×（0.60） 42 緩斜 平坦 人為 縄文土器

651 Ｅ７j8 楕円形 Ｎ－ 53 ﾟ－Ｅ 0.61 × 0.49 29 外傾 平坦 自然 縄文土器

653 Ｅ７h6 楕円形 Ｎ－ 62 ﾟ－Ｅ 0.93 × 0.61 15 外傾 平坦 自然 －

654 Ｅ７h6 楕円形 Ｎ－ 75 ﾟ－Ｅ 0.83 × 0.73 43 外傾 平坦 人為 －

655 Ｅ７h6 楕円形 Ｎ－ 12 ﾟ－Ｗ 0.82 × 0.68 45 外傾 平坦 人為 －

656 Ｅ７i6 楕円形 Ｎ－ 1 ﾟ－Ｅ 1.47 × 1.22 41 外傾 平坦 自然 縄文土器

657 Ｅ７i8 楕円形 Ｎ－ 51 ﾟ－Ｅ 1.98 × 1.58 41 緩斜 平坦 自然 縄文土器・土師器

659 Ｅ７i6 楕円形 Ｎ－ 76 ﾟ－Ｗ 0.36 × 0.32 28 外傾 有段 自然 －

660 Ｅ７i6 円形 － 0.49 × 0.45 24 外傾 平坦 自然 －

661 Ｅ７i5 楕円形 Ｎ－ 66 ﾟ－Ｗ 0.64 × 0.40 22 緩斜 平坦 自然 縄文土器

662 Ｅ７i5 楕円形 Ｎ－ 60 ﾟ－Ｅ 0.56 × 0.46 23 外傾 平坦 自然 縄文土器

663 Ｅ７j5 楕円形 Ｎ－ 4 ﾟ－Ｅ 0.62 × 0.55 22 外傾 平坦 人為 縄文土器・土師器

664 Ｅ７j5 楕円形 Ｎ－ 55 ﾟ－Ｅ 0.47 × 0.38 29 外傾 皿状 自然 縄文土器・土師器

668 Ｆ７a7 楕円形 Ｎ－ 39 ﾟ－Ｗ 1.42 × 1.04 30 外傾 有段 自然 －

669 Ｆ７a8 楕円形 Ｎ－ 38 ﾟ－Ｅ 1.96 × 1.26 54 緩斜・外傾 有段 自然 縄文土器

670 Ｆ７a8 楕円形 Ｎ－ 49 ﾟ－Ｅ 0.87 × 0.77 24 緩斜 皿状 自然 縄文土器

672 Ｆ７c9 楕円形 Ｎ－ 70 ﾟ－Ｅ 1.30 × 1.04 45 外傾 皿状 人為 縄文土器

673 Ｆ７h8 楕円形 Ｎ－ 43 ﾟ－Ｗ 1.40 × 0.93 57 外傾 平坦 自然 縄文土器・土師器

675 Ｆ８f2 楕円形 Ｎ－ 51 ﾟ－Ｗ 1.85 × 1.54 20 緩斜 平坦 人為 － SI49・50

676 Ｆ８f2 楕円形 Ｎ－ 32 ﾟ－Ｗ 0.78 × 0.55 26 外傾 平坦 自然 － SI49

679 Ｆ８e1 円形 － 0.86 × 0.80 46 外傾 平坦 自然 縄文土器

680 Ｆ７d0 楕円形 Ｎ－ 65 ﾟ－Ｅ 3.67 × 2.58 68 外傾 皿状 人為 縄文土器・土師質土器 SK782 →本跡

682 Ｆ８c1 円形 － 0.40 × 0.38 25 外傾 皿状 人為 縄文土器

683 Ｆ８c1 楕円形 Ｎ－ 16 ﾟ－Ｅ 0.56 × 0.50 46 外傾 平坦 人為 縄文土器

695 Ｆ７c0 楕円形 Ｎ－ 82 ﾟ－Ｗ 1.56 × 1.01 48 外傾 平坦 自然 － 本跡→ PG２
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番号 位置 平面形 　長径方向　
長軸方向

規　　　模
壁面 底面 覆土 主な出土遺物

備　　考 
重複関係 

（古→新）
長径×短径（ｍ）
長軸×短軸（ｍ）深さ（㎝）

697 Ｆ８c1 楕円形 Ｎ－ 20 ﾟ－Ｗ 1.56 × 0.80 40 緩斜・外傾 平坦 人為 － 本跡→ SI44

698 Ｆ８e2 楕円形 Ｎ－ 30 ﾟ－Ｗ 0.67 × 0.43 25 外傾 平坦 人為 －

704 Ｆ８g1 楕円形 Ｎ－ 79 ﾟ－Ｗ 1.47 × 1.06 57 外傾 平坦 人為 縄文土器 SK705 →本跡，SI51

705 Ｆ７f0 楕円形 Ｎ－ ７ﾟ－Ｗ 1.82 × 1.26 60 外傾 平坦 人為 縄文土器 本跡→ SK704，SI51

711 Ｆ８d2 円形 － 0.25 × 0.25 24 外傾 平坦 自然 －

712 Ｆ８d2 楕円形 Ｎ－ 3 ﾟ－Ｗ 0.50 × 0.40 20 緩斜 平坦 人為 －

715 Ｆ８f2 円形 － 2.04 × 2.03 20 緩斜 平坦 自然 － SI49 →本跡　

716 Ｆ８e1 楕円形 Ｎ－ 58 ﾟ－Ｗ 0.51 × 0.40 20 外傾 平坦 自然 縄文土器 SI49

717 Ｆ８f1 不定形 Ｎ－ 4 ﾟ－Ｅ 1.33 × 0.81 32 外傾 平坦 人為 縄文土器

718 Ｆ７f0 楕円形 Ｎ－ 3 ﾟ－Ｗ 0.74 × 0.56 32 外傾 平坦 人為 －

729 Ｆ８g2 不定形 Ｎ－ 54 ﾟ－Ｅ 1.94 ×（0.47） 32 緩斜・外傾 平坦 人為 縄文土器

730 Ｆ８g1 楕円形 Ｎ－ 74 ﾟ－Ｅ 1.10 × 0.92 26 緩斜・外傾 平坦 人為 － SI51

735 Ｆ７g8 楕円形 Ｎ－ 6 ﾟ－Ｅ 1.44 × 1.30 25 緩斜 平坦 人為 縄文土器 SK743・774 →本跡　

736 Ｆ７g7 不定形 Ｎ－ 65 ﾟ－Ｅ 2.06 × 0.82 37 緩斜・外傾 有段 人為 －

737 Ｆ７g7 楕円形 Ｎ－ 20 ﾟ－Ｅ 0.68 × 0.53 18 緩斜・外傾 平坦 人為 －

739 Ｆ７j6 円形 － 1.02 × 0.99 13 緩斜 平坦 人為 －

740 Ｆ８a3 楕円形 Ｎ－ 75 ﾟ－Ｅ 0.75 × 0.67 25 外傾 平坦 自然 縄文土器 SK622 →本跡　

741 Ｅ８j1 楕円形 Ｎ－ 75 ﾟ－Ｅ 1.50 × 0.86 20 緩斜 平坦 人為 縄文土器 本跡→ FP4

742 Ｆ７a9 ［楕円形］Ｎ－ 46 ﾟ－Ｅ 1.40 ×（0.97） 31 緩斜 平坦 自然 － 本跡→ SK643・644

743 Ｆ７g7 楕円形 Ｎ－ 69 ﾟ－Ｅ 2.00 × 1.62 68 緩斜・外傾 平坦 自然 縄文土器 本跡→ SK735

744 Ｆ７g7 円形 － 0.41 × 0.40 20 外傾 平坦 人為 －

750 Ｆ８a2 楕円形 Ｎ－ 84 ﾟ－Ｗ 0.65 × 0.52 59 外傾 皿状 自然 － SK622 →本跡

751 Ｆ８b3 楕円形 Ｎ－ 75 ﾟ－Ｅ 0.86 × 0.72 32 外傾 平坦 人為 －

752 Ｆ８d3 長方形 Ｎ－ 71 ﾟ－Ｅ 1.42 × 0.74 39 外傾 平坦 人為 縄文土器・土師器 SI43 →本跡

756 Ｆ７f0 楕円形 Ｎ－ 31 ﾟ－Ｗ 1.08 × 0.87 24 緩斜 皿状 自然 縄文土器・土師器 SI45 →本跡

758 Ｆ８c1 円形 － 0.50 × 0.48 37 外傾 平坦 人為 －

759 Ｆ７e0 楕円形 Ｎ－ 11 ﾟ－Ｅ 0.65 × 0.35 16 外傾 平坦 人為 －

760 Ｆ７b7 楕円形 Ｎ－ 44 ﾟ－Ｗ 0.80 × 0.64 28 外傾 平坦 人為 縄文土器

761 Ｆ８e1 楕円形 Ｎ－ 79 ﾟ－Ｗ 0.55 × 0.45 50 外傾 皿状 人為 縄文土器

762 Ｆ８e1 円形 － 0.93 × 0.85 33 外傾 平坦 人為 －

763 Ｅ７i9 楕円形 Ｎ－ 43 ﾟ－Ｅ 0.33 × 0.30 21 外傾 平坦 人為 －

764 Ｅ７i9 楕円形 Ｎ－ 4 ﾟ－Ｗ 0.31 × 0.28 24 外傾 平坦 人為 －

765 Ｅ７j9 楕円形 Ｎ－ 52 ﾟ－Ｅ 0.30 × 0.25 23 外傾 平坦 人為 縄文土器

766 Ｆ７e0 楕円形 Ｎ－ 20 ﾟ－Ｅ 0.41 × 0.28 23 外傾 皿状 人為 －

767 Ｆ７e0 楕円形 Ｎ－ 50 ﾟ－Ｅ 0.70 × 0.38 21 緩斜 平坦 人為 －

768 Ｆ７e0 円形 － 0.60 × 0.58 36 外傾 平坦 人為 －

769 Ｆ７g8 円形 － 0.61 × 0.59 14 緩斜 平坦 自然 －

770 Ｆ７g8 円形 － 0.68 × 0.63 15 緩斜・外傾 皿状 人為 縄文土器

771 Ｆ７f8 円形 － 0.60 × 0.56 25 緩斜・外傾 平坦 人為 － SK774 →本跡

774 Ｆ７f8 ［円形］ － 0.38 ×（0.36） 35 外傾 皿状 人為 － 本跡→ SK735・771

779 Ｅ７j7 隅丸長方形 Ｎ－ 65 ﾟ－Ｗ 1.24 × 0.67 45 緩斜・外傾 平坦 人為 縄文土器・土師器 SI47

780 Ｆ７g9 楕円形 Ｎ－ 42 ﾟ－Ｅ 3.71 × 2.13 72 緩斜・外傾 平坦 人為 縄文土器 本跡→ SI45

782 Ｆ８d1 楕円形 Ｎ－ 15 ﾟ－Ｗ 2.60 × 2.15 57 外傾 平坦 自然 縄文土器 本跡→ SI44・SK680

785 Ｆ８d1 楕円形 Ｎ－ 84 ﾟ－Ｅ 1.80 × 1.02 32 緩斜 平坦 人為 － 本跡→ SI44

786 Ｆ７a0［楕円形］Ｎ－ 20 ﾟ－Ｅ 3.03 ×（2.05） 50 緩斜 平坦 人為 縄文土器 本跡→ SK644・742，PG２

787 Ｆ７a0 楕円形 Ｎ－ 66 ﾟ－Ｅ 0.42 × 0.33 22 緩斜 平坦 人為 －
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　（4）  埋没谷

第１号埋没谷（第４・53 ～ 56 図）

位置　調査区南部のＦ６・７区にかけての標高 20.4 ～ 22.6 ｍの台地南側の緩斜面部に位置している。

第 53 図　第 1 号埋没谷土層断面図
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第 54 図　第 1 号埋没谷出土遺物実測図（1）

確認状況　Ｆ６・７区地点は，南に入り込んでいる谷津に延びていくように黒色土が堆積している。今回，黒

色土の堆積状況と自然地形を把握するために，南北方向に１本，東西方向に３本のトレンチを設定し，確認調

査を行った。最深部では地表面より 2.7 ｍまで掘削したが，地山は検出できなかった。

覆土　20 層に分層できる。黒色土やローム層が再堆積した自然堆積層である。第１層は表土で，第２～ 15 層

は耕作土及び地山のブロックを含む流入土である。第 16 層は粘性・締まりともに強く，遺物は細片が微量，

第 17 層は粘性・締まりともに普通で，遺物は小片が少量，第 18 層は粘性・締まりともに強く，遺物は小片が

中量，第 19 層は，粘性・締まりともに特に強く，遺物は細片が極微量である。

土層解説                          
１　暗オリーブ褐色   炭化物少量，焼土粒子・砂粒微量
２　灰 黄 褐 色　ロームブロック・砂粒微量
３　暗 褐 色　ロームブロック極微量
４　暗オリーブ褐色　砂粒少量
５　暗 褐 色　ロームブロック・砂粒少量
６　黒 褐 色　ローム粒子・砂粒少量，焼土ブロック微量
７　黒 褐 色　ロームブロック・焼土ブロック微量
８　黒 褐 色　焼土粒子少量，ローム粒子・細礫微量
９　灰 黄 褐 色　ローム粒子中量，焼土粒子少量
10　黒 褐 色　ローム粒子・砂粒少量，焼土粒子微量
11　にぶい黄褐色　ロームブロック・白色粘土ブロック・砂粒中量

12　灰 黄 褐 色　ローム粒子少量
13　黒 色　粘土ブロック多量，ロームブロック・砂粒少量
14　にぶい黄褐色　砂粒中量，ロームブロック・粘土ブロック少量
15　灰 黄 褐 色　砂粒中量，ロームブロック少量，粘土ブロック　
　　　　　　　　微量
16　黒 褐 色　焼土粒子微量，ローム粒子極微量
17　褐 色　焼土ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量
18　極 暗 褐 色　焼土粒子・炭化粒子微量，ローム粒子極微量
19　黒 褐 色　砂粒中量，ロームブロック・焼土ブロック・　　
　　　　　　　　細礫少量
20　黒 褐 色　ロームブロック・焼土ブロック・細礫少量

遺物出土状況　縄文土器片 8898 点（深鉢），弥生土器片２点（壺），土師器片 45 点（坏 23，甕 21，甑１），須恵

器片５点（甕）， 陶器片２点（碗，常滑甕）， 土製品 39 点（土器片錘 34， 土器片円盤３， 球状土錘２）， 石器 14 点

（石鏃１，磨製石斧１，打製石斧１，磨石２，凹石１，剥片８），石製品１点（石臼）が , 覆土中から出土してい

る｡ 24・26・27・TP37・TP38・TP40 ～ TP42・DP17 ～ DP25・Ｑ 20・Ｑ 21 は第 16 層 , TP32 ～ TP36・DP15・

DP16 は第 17 層，25・TP24 ～ TP31・DP10 ～ DP14・Ｑ 19 は第 18 層，TP20 ～ TP23 は第 19 層から出土している。

所見　地山を検出できなかったため，全容は明らかではないが，遺物の様相から，縄文時代早期にはすでに埋

没を始めており， 古墳時代以降も埋没が続いたものと考えられる。 第16層からは縄文時代前期後葉・中期末葉・

晩期前葉，弥生時代，古墳時代中期，第 17 層からは縄文時代前期・中期後葉，第 18 層からは縄文時代前期前

葉から後期前葉，第 19 層からは縄文時代早期後葉から中期後葉までの遺物が検出されている。
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第 55 図　第 1 号埋没谷出土遺物実測図（2）
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第 56 図　第 1 号埋没谷出土遺物実測図（3）

第 1 号埋没谷出土遺物観察表（第 54 ～ 56 図）
番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎　土 色調 焼成 文　様　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

24 縄文土器 深鉢 ［48.0］（11.2） － 長石・石英 明赤褐 普通 円形刺突文を加えた隆帯を横位に，押捺を加えた
隆帯を縦位に巡らす　地文は太い条線文を施文 第 16 層 5%　PL7

25 縄文土器 深鉢 － （3.5） 7.8 長石・石英・赤色
粒子 橙 普通 外面条痕文　底部貝殻押捺文 第 18 層 5%

26 土師器 坏 － （0.7）［5.0］ 長石・石英・赤色
粒子 にぶい橙 普通 体部下端ヘラ削り　底部一方向へのヘラ削り 第 16 層 5%

27 須恵器 ［11.8］（4.3） － 長石 灰 普通 口縁部・頸部ロクロナデ後櫛描波状文　 第 16 層 5%

TP20 縄文土器 深鉢 － （3.5） － 長石・石英 橙 普通 外・内面条痕文　口縁部刻み目 第 19 層

TP21 縄文土器 深鉢 － （4.5） － 石英・繊維 にぶい橙 普通 幾何学的に沈線文を施文　内面条痕文 第 19 層 PL9

TP22 縄文土器 深鉢 － （5.5） － 長石・石英・小礫 橙 普通 沈線を伴う磨り消し帯を垂下　ＲＬ単節縄文
を施文 第 19 層

TP23 縄文土器 深鉢 － （6.1） － 長石・石英・繊維 にぶい黄褐 普通 斜格子目文を施す 第 19 層

TP24 縄文土器 深鉢 － （5.3） － 長石・石英・小礫 灰黄褐 普通 斜格子状の沈線文を施文 第 18 層 PL9

TP25 縄文土器 深鉢 － （5.8） － 長石 橙 普通 幾何学的に沈線文を施文　 第 18 層 PL9

TP26 縄文土器 深鉢 － （6.7） － 長石・石英 にぶい橙 普通 ２段ＲＬ単節縄文を施文 第 18 層

TP27 縄文土器 深鉢 － （6.9） － 長石・石英 にぶい黄橙 普通
口縁部棒状工具による円形刺突文を巡らす
沈線を伴う磨り消し帯を波状に巡らす　
地文は櫛歯状工具による条線文を施文

第 18 層 PL9

TP28 縄文土器 深鉢 － （5.0） － 長石・赤色粒子 にぶい黄褐 普通 肋のある貝殻の腹縁による波状文を縦位に施文 第 18 層

TP29 縄文土器 深鉢 － （5.1） － 長石・石英・黒色
粒子 にぶい黄褐 普通 棒状工具による沈線を波状に横位施文　

２段ＲＬ縄文を施文 第 18 層 PL9

TP30 縄文土器 深鉢 － （5.1） － 長石・石英・砂粒 橙 普通 半截竹管状工具による沈線文を重弧状に施文
口縁部内面に突帯を巡らす 第 18 層 PL9
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　（5）　遺構外出土遺物

　   　遺構に伴わない主な遺物について，実測図及び観察表で掲載する。

第 57 図　遺構外出土遺物実測図（1）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎　土 色調 焼成 文　様　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

TP31 縄文土器 深鉢 － （8.4） － 長石・石英・黒
色粒子・砂粒 橙 普通 隆帯で眼鏡状把手　沈線で渦巻状のモチーフ

を形成 第 18 層 PL9

TP32 縄文土器 深鉢 － （3.7） － 長石・石英 にぶい褐 普通 竹管工具による刺突文　半截竹管状工具によ
る結節沈線文を巡らす 第 17 層 PL9

TP33 縄文土器 深鉢 － （6.9） － 長石・石英・赤
色粒子 暗灰黄 普通

交互刺突による連続コの字状文を巡らす　
沈線文で曲線状のモチーフを描出　
地文は２段ＬＲ単節縄文を施文

第 17 層 PL9

TP34 縄文土器 深鉢 － （12.2） － 長石・石英・小礫 にぶい褐 普通
隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフ
を形成　沈線を伴う磨り消し帯を垂下　
２段ＬＲ単節縄文を施文

第 17 層 PL9

TP35 縄文土器 深鉢 － （8.6） － 長石・石英・雲母 にぶい黄橙 普通 隆帯と沈線で区画　２段ＬＲ単節縄文を施文 第 17 層 PL9

TP36 縄文土器 深鉢 － （7.6） － 長石・石英 橙 普通 ７本単位の櫛歯文を直状・曲線状に施文 第 17 層 PL9

TP37 縄文土器 深鉢 － （7.5） － 長石・石英・繊維 灰黄褐 普通 細隆起線文を施文 第 16 層

TP38 縄文土器 深鉢 － （7.0） － 石英 にぶい黄橙 普通 山形押型文を横位に施文 第 16 層 PL9

TP40 縄文土器 深鉢 － （4.3） － 長石・石英・赤
色粒子 にぶい橙 普通 三叉状入組文を沈刻 第 16 層 PL9

TP41 縄文土器 深鉢 － （2.4） － 長石・石英 褐灰 普通 沈線で区画　区画内に２段ＲＬ単節縄文を施文 第 16 層 PL9

TP42 弥生土器 壺 － （2.4） － 長石・石英 明赤褐 普通 横位回転の付加条一種付加１条を施文 第 16 層 PL9

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特　　　徴 出土位置 備　考

DP10 土器片錘 6.8 5.6 1.2 45.3 縄文土器 主に周縁研磨調整　一方向の切り込み　切り込み間 6.0㎝ 第 18 層 PL10

DP11 土器片錘 5.3 4.2 0.9 25.2 縄文土器 主に周縁研磨調整　一方向の切り込み　切り込み間 4.9㎝ 第 18 層 PL10

DP12 土器片錘 4.6 3.9 1.2 29.7 縄文土器 主に周縁研磨調整　一方向の切り込み　切り込み間 4.3㎝ 第 18 層

DP13 土器片錘 3.4 3.8 0.8 11.7 縄文土器 主に周縁研磨調整　一方向の切り込み　切り込み間 2.9㎝ 第 18 層 PL10

DP14 土器片錘 3.9 2.5 1.1 10.5 縄文土器 主に周縁研磨調整　一方向の切り込み　切り込み間 3.3㎝ 第 18 層 PL10

DP15 土器片錘 5.6 4.2 0.9 24.9 縄文土器 主に周縁研磨調整　一方向の切り込み　切り込み間 4.5㎝ 第 17 層 PL10

DP16 土器片錘 5.0 3.3 1.0 18.7 縄文土器 主に周縁研磨調整　一方向の切り込み　切り込み間 4.3㎝ 第 17 層 PL10

DP17 土器片錘 10.4 6.8 1.6 117.5 縄文土器 主に周縁研磨調整　一方向の切り込み　切り込み間 9.3㎝ 第 16 層 PL10

DP18 土器片錘 7.0 5.4 1.4 50.5 縄文土器 主に周縁研磨調整　一方向の切り込み　切り込み間 6.6㎝ 第 16 層 PL10

DP19 土器片錘 6.2 4.7 1.3 42.2 縄文土器 主に周縁研磨調整　一方向の切り込み　切り込み間 5.6㎝ 第 16 層 PL10

DP20 土器片錘 5.3 4.3 1.0 27.9 縄文土器 主に周縁研磨調整　一方向の切り込み　切り込み間 4.1㎝ 第 16 層 PL10

DP21 土器片錘 5.7 2.5 1.1 20.1 縄文土器 主に周縁研磨調整　一方向の切り込み　切り込み間 5.3㎝ 第 16 層 PL10

DP22 土器片円盤 4.5 4.3 1.1 27.3 縄文土器 周縁研磨調整　 第 16 層 PL10

DP23 土器片円盤 4.1 4.0 1.2 22.8 縄文土器 周縁研磨調整　 第 16 層 PL10

番号 種別 径 厚さ 孔径 重量 材質／胎土 特　　　徴 出土位置 備　考

DP24 球状土錘 2.9 2.6 0.5 21.5 長石・石英・雲母 表面ナデ調整　一方向からの穿孔　 第 16 層 PL10

DP25 球状土錘 2.8 2.5 0.7 16.3 長石・石英 表面ナデ調整　一方向からの穿孔　 第 16 層 PL10

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特　　　徴 出土位置 備　考

Ｑ 19 磨製石斧 （5.9） 5.7 2.3 （86.4）ホルンフェルス 分銅形　両面からノッチ状の加工で両側縁中央部が括れる　基部欠損 第 18 層 PL10

Ｑ 20 打製石斧 （7.5） 6.4 1.5 （100.1）ホルンフェルス 両面調整　背面に礫面を残す　基部欠損 第 16 層 PL10

Ｑ 21 石鏃 2.7 1.9 0.4 1.12 チャート 凹基　両面調整　細かい連続する周辺調整 第 16 層 PL10
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第 58 図　遺構外出土遺物実測図（2）

遺構外出土遺物観察表（第 57・58 図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎　土 色調 焼成 文　様　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

28 土師器 甕 ［21.5］（5.5） － 長石・石英・赤色
粒子 橙 普通 口縁部外面ヘラ削り後横ナデ　口縁部内面横

ナデ後ヘラ磨き　指頭痕 SD ８ 5%

29 須恵器 盤 － （3.0）［12.0］長石・石英 灰 普通 底部回転ヘラ削り後高台貼り付け SD ８ 30%

番号 種別 径 厚さ 孔径 重量 材質／胎土 特　　　徴 出土位置 備　考

DP28 球状土錘 3.7 3.3 0.7 43.9 長石・石英・赤色
粒子 表面ナデ調整　一方向からの穿孔　 SD ８ PL10

DP29 球状土錘 2.9 2.9 1.0 24.0 長石・石英・雲母・
赤色粒子 表面ナデ調整　一方向からの穿孔　 表土 PL10

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特　　　徴 出土位置 備　考

Ｑ 22 磨製石斧 6.7 3.6 1.4 61.9 輝緑凝灰岩 研磨痕　側縁部剥離　刃部欠損 SK623 PL10

Ｑ 23 凹石 12.2 8.9 4.4 680 泥岩 両面にＶ字状の凹み SD ８ PL10

Ｑ 24 硯 （12.1） 6.3 （1.4）（133.4）頁岩 表面剥離　底面一部剥離 SD10 PL10

Ｑ 25 石鏃 2.0 1.6 0.4 1.1 チャート 両面押圧剥離による加工　無茎 SI 43 PL10

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特　　　徴 出土位置 備　考

DP26 土器片錘 2.9 1.7 1.0 5.7 縄文土器 主に周縁研磨調整　一方向の切り込み　切り込み間 2.6㎝ SD10

DP27 土器片円盤 3.3 3.2 1.0 14.6 縄文土器 周縁研磨調整  片面中央部に研磨による凹み　 SD10 PL10
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         第４節　ま　　と　　め

   大谷貝塚は， 平成 18・19 年度の調査で縄文時代から近世までの複合遺跡であることが明らかにされている

が，今回の調査で，遺跡がさらに東部へ広がっていることを確認した。各時代ごとのあり方については，『茨

城県教育財団文化財調査報告第 317 集』1）において詳細に記載されているので，ここでは今回の調査によって

得られた事実関係と各時代における集落変遷について概観する。

１　縄文時代

　今回の調査で当時代の遺構は，標高 24 ｍの台地縁辺部から緩斜面部に竪穴住居跡５軒，炉穴７基，陥し

穴１基，土坑５基，ピット群２か所を確認した。これらの遺構からは，中期後葉の土器を中心として，早期

後半から中期後葉までの土器が出土している。『茨城県教育財団文化財調査報告第 317 集』では，竪穴住居

跡７軒，炉穴２基，炉跡２基，土坑 435 基，斜面貝層１か所，土坑墓１基が報告されている。主な遺構の時

期は，炉穴が早期後半，斜面貝層が前期中葉と中期後葉の２時期，竪穴住居跡が中期後葉とみられる。

　今回の調査によって，早期後半の土器片を伴う炉穴を５基確認した。平成 18・19 年度の調査では炉穴は

２基確認されたものの，遺物は検出されなかった。当遺跡は，早期にも集落が営まれていた痕跡が認められ

たことは注目できる点である。

　平成 18・19 年度の調査区の北側には，地点貝塚が認められ，表土には数多くの貝殻片が散在している。

前期の土器片が表採できることから，前期の遺構が存在しているものと推測できる。

第 59 図　縄文時代の遺構配置図
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　今回の調査によって，中期後葉の集落がさらに台地の東側にまで広がっていたことが明らかになった。今

回までの調査で確認した住居跡や貯蔵穴と考えられているフラスコ状土坑は，谷津を囲むように台地の縁辺

部に散在している（第 59 図）。これまでの調査で確認された 12 軒の住居跡は，すべて中期後葉のものである。

これは斜面貝層の時期に相当することから，中期に集落が最盛期を迎えていたことを窺うことができる。

２　弥生時代

　今回の調査で当時代の遺構は，標高 25 ｍの台地平坦部から緩斜面部にかけて，竪穴住居跡１軒，土坑１

基を確認した。時期は，出土土器から後期とみられるが，平成 18・19 年度の調査と同様に出土土器が少な

いため詳細な時期は不明である。今回までに確認された 15 軒の住居跡のうち，５軒が住居の北側・１軒が

住居の南側・４軒が住居の西側に地床炉を有している（第 60 図）。平成 18・19 年度の調査において確認さ

れている同時期の住居跡は，住居間に重複もみられず，出土土器もおおむね同一時期であることから，継続

期間の比較的短い，小規模な集落であったことが窺える 2）。

３　古墳時代

　今回の調査で当時代の遺構は，標高 24 ｍの台地縁辺部に竪穴住居跡１軒，土坑１基を確認した。第 43 号

住居跡は，出土土器から６世紀初頭とみられる。平成 18・19 年度の調査において確認されている同時代の

住居跡は，５世紀中葉から末葉にかけてのものが大半である。これらの住居跡で，規模や形状が明確なものは，

すべて方形で，北東壁に接するように煙道部が壁外まで掘り込まれていない竈，いわゆる初期竈を有してお

り，竈東側のコーナー部に貯蔵穴を設けている（第 61 図）。また，４か所の主柱穴と壁溝を有している。今

回確認された第 43 号住居跡は，南西壁に接するように竈を付設し，竈の東側のコーナー部に貯蔵穴を設け

第 60 図　弥生時代の遺構配置図
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ている。規模は，５世紀代の他の住居跡に比べて小規模で，４か所の主柱穴と壁溝，間仕切り溝が確認

できた。５世紀代の規模や形状が明確な住居跡は，いずれも主軸方向がＮ－ 38°～ 48°－Ｅを指し，北東

壁に接するように竈を付設し，その東側に貯蔵穴を設けるという規格性を有しているが，同時期の住居

跡の竈の位置については，稲敷市（旧江戸崎町）の堂ノ上遺跡などの類例をみても，規則性を見出すこ

とはできない。住居跡間の重複はみられないが，出土土器片の様相から，当集落は，『茨城県教育財団文

化財調査報告第 317 集』において述べられているように，一時期２～３軒からなる集団が，数時期に渡

って集落を形成していたことは明らかである。

　平成 18・19 年度の調査において確認されている同時代の住居跡からは，滑石製の石製品・石製模造品・

石製模造品未製品が 12 点出土している。今回確認された第 43 号住居跡からも，臼玉 17 点と滑石片 53

点（572.65g）が出土しており，全焼土層より下層から出土していることと，住居跡の東部付近に散在し

た出土状況から（第 31 図），住居が焼失する以前に撒かれたものと考えられ，住居廃絶時に伴う何らか

の祭祀的儀礼が行われたことも推測される。

４　平安時代

　今回の調査で当時代の遺構は，標高 24 ｍの台地縁辺部から緩斜面部にかけて，竪穴住居跡１軒，土坑７

基を確認した。第 45 号住居跡は，出土土器から 11 世紀初頭とみられる。平成 18・19 年度の調査において

確認されている同時代の竪穴住居跡・竪穴建物跡は，10 世紀前半から 11 世紀前葉を中心としている。竪穴

住居跡と考えられるものは，今回確認された第 45 号住居跡を含めても３軒のみで，第 28 号住居跡が 10 世

紀前半，第７号住居跡が 10 世紀後半と，時期差がある（第 62 図）。全体としては，個々の住居や建物がま

ばらに存在しており，２～３軒の小規模な集団が数時期に渡って集落を営んでいたと考えられる 3）。

第 61 図　古墳時代の遺構配置図
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５　中世・近世

　今回の調査で当時代の遺構は, 標高 25 ｍの台地平坦部に溝跡１条を確認した。第７号溝跡からは, 内耳鍋

片や小皿片などの中世に属する器類がわずかに出土している。平成 18・19 年度の調査において中世の溝跡

は３条確認され, 中世に属する青磁片や陶器片が出土しているが, 時期・性格ともに明らかな遺構はない。近

世以降の遺構は土坑墓２基・塚とみられる周溝跡１基・塚１基・溝跡２条・道路跡３条である。このことから，

これまでの調査で確認された区域は, 中世以降においては葬制や信仰に関連する区域であったとみられる。

　以上，述べてきたように，今回の調査区は縄文時代中期，弥生時代後期，古墳時代中期および平安時代（10

世紀前半から 11 世紀前葉）に断続的に集落が営まれ，中世以降にあっては葬制や信仰に関連する区域であ

ったことが判明した。また，埋没谷は，縄文時代早期にはすでに埋没を始めており，古墳時代以降も埋没が

続いたことも明らかになった。

　当遺跡はさらに東側に延びており，新たな事実が明らかになる可能性もあるが，各時代ともに現在までに

明らかになった様相が大きく変化することはないと思われる。

第 62 図　平安時代の遺構配置図

註
　１）　駒澤悦郎・成島一也・作山智彦「大谷貝塚－国道 125 号大谷バイパス建設事業に伴う埋蔵文化財調査報告書２」　『茨城県
　　 教育財団文化財調査報告』第 317 集　2009 年３月　
   ２）　前褐１）と同じ
   ３）　前褐１）と同じ

参考文献
　・前島直人・作山智彦・早川麗司「堂ノ上遺跡－一般国道 468 号首都圏中央連絡自動車道新設事業地内埋蔵文化財調査報告書」
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所 収 遺 跡 名 種 別 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特記事項

大 谷 貝 塚 集落跡

その他

縄 文

弥 生

古 墳

平 安

時期不明
中 世
時期不明

竪穴住居跡　　  ５軒
炉穴　　　　  　７基
陥し穴　　　  　１基
土坑　　　  　　５基
ピット群　  　２か所
竪穴住居跡　  　１軒
土坑　　　  　　１基
竪穴住居跡　  　１軒
土坑　　　  　　１基

竪穴住居跡  　　１軒
土坑　　  　　　７基

竪穴住居跡　  　１軒
溝跡　　　　  　１条
溝跡　　　　　  ３条
土坑　　　　　 91 基
埋没谷　　　  １か所

縄文土器（深鉢），土製品（土
器片錘・土器片円盤）

弥生土器（壺・甕）

土師器（坏・壺・甕・甑），須
恵器（坏蓋），土製品（球状
土錘）, 石製品（臼玉・滑石片）
土師器（坏・高台付坏・小皿），
須恵器（甕・甑），土製品（球
状土錘・紡錘車）

土師質土器（小皿・内耳鍋）
縄文土器（深鉢），土製品（土
器片錘・球状土錘），石器（石
鏃・磨製石斧・打製石斧）

埋没谷の調査
を 行 い , 谷 は
縄 文 時 代 早
期・後期及び
古墳時代後期
以降に埋没し
たことが判明
した。

要 約 平成 18・19 年度調査区では，縄文時代から平安時代に至るまでの集落跡をはじめ，古墳
時代後期の方墳や平安時代の火葬墓，中世・近世の土坑墓，塚，溝跡，道路跡などが確認
されている。今回の調査で各時代の集落跡は，更に東側に延びていることが確認できた。
また，集落の始まりは縄文時代前期と考えられていたが，縄文時代早期の炉穴が確認でき
たため，集落の始まりは縄文時代早期まで遡ることが判明した。
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